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解 説

マイナンバーに対する日医の見解
常任理事　石川 広己

　これからの超高齢社会において、社会保障の財源を確保するためにも所得
の正確な捕捉を行うことは必要なことであり、そういった意味においては、
日医として、マイナンバー制度の導入に反対はしておりません。
　日医が問題としているのは、その利用範囲に関してです。医療情報は極め
て機微性が高く、万が一その情報が漏れてしまった場合には取り返しのつか
ないことになりかねません。そのため、診療や検査、投薬、入院などの医療
行為で支給されるもの、すなわち現物給付の部分に関しては、マイナンバー
そのものを用いられることに強く反対するとともに、医療等IDを用いること
を主張し続けた結果、本年6月30日に閣議決定された「日本再興戦略改訂
2015」の中に、その趣旨を盛り込むことができました。
　日医では、現在、本年3月に設置した「医療分野等ID導入に関する検討委
員会」において、厚生労働省、内閣官房、経済産業省、総務省の実務責任者
にもオブザーバーとして参加頂き、医療等IDをどのように発生させるか、ま
た運用していくための課題等について議論を行っているところです。
　医療等IDは、医療・介護連携の時代、そして医療ビッグデータの利活用の
時代において、国民が医療・介護を安心して受けることのできる社会を実現
するためにも必要な手段であり、何とかこのシステムを完成させていきたい
と考えています。
　このように、医療分野においてはマイナンバーを用いないとしても、会員
の先生方の中には、講演料を受け取る際にマイナンバーを提示することや、
雇用者として従業員のマイナンバーを管理することが求められますので、全
く関係がないということはありません。
　日医といたしましても、マイナンバー導入に伴う行政等への提出書類など
の書式改訂の際に、必要もなくマイナンバーを転記させる書式にすることの
ないよう、省令や通知などで徹底することを厚労省に要望しておりますが、
その取り扱いには十分注意して頂きますよう改めてお願い申し上げます。

今
村
定
臣
常
任
理
事
の
司

会
で
開
会
。

冒
頭
、
あ
い
さ
つ
に
立
っ

た
横
倉
義
武
会
長
は
、
「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
は
極
め
て
重
要

な
個
人
情
報
で
あ
り
、
事
業

主
に
は
利
用
目
的
の
明
示
や

本
人
確
認
、
個
人
番
号
の
保

管
等
の
安
全
管
理
措
置
な
ど

そ
の
取
り
扱
い
に
は
厳
格
さ

と
慎
重
さ
が
求
め
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
。
そ
れ
ら
の
状
況

を
踏
ま
え
て
、
今
後
対
応
す

べ
き
事
項
等
に
つ
い
て
説
明

す
る
た
め
に
、
本
研
修
会
を

開
催
す
る
こ
と
に
し
た
」
と

開
催
の
趣
旨
を
説
明
。

そ
の
上
で
、
「
医
療
分
野

に
お
い
て
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

は
用
い
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
る
が
、
医
療
情
報
に
つ
い

て
は
、
今
後
の
医
療
の
在
り

方
に
お
い
て
重
要
課
題
の
一

つ
と
認
識
し
て
い
る
」
と
述

べ
、
会
内
の
「
医
療
分
野
等

Ｉ
Ｄ
導
入
に
関
す
る
検
討
委

員
会
」
で
も
更
な
る
検
討
を

進
め
、
的
確
に
対
応
し
て
い

く
と
し
た
。

続
い
て
、
２
題
の
講
演
が

行
わ
れ
た
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
取
得
に

は
利
用
目
的
の
明
示
と
本

人
確
認
を

田澤氏

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の

概
要
」
と
題
し
て
講
演
し
た

田
澤
修
二
厚
生
労
働
省
政
策

統
括
官
付
情
報
政
策
担
当
参

事
官
室
室
長
補
佐
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
は
10
月
よ
り
個
々

人
に
通
知
さ
れ
、
社
会
保
障
、

税
、
災
害
対
策
の
行
政
手
続

き
に
お
け
る
運
用
は
平
成
28

年
１
月
か
ら
の
予
定
と
な
っ

て
い
る
こ
と
を

説
明
。
国
民
は
、

年
金
や
雇
用
保

険
、
医
療
保
険

の
給
付
等
に
関

す
る
申
請
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
場
面
で
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
提

示
が
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
な

り
、
事
業
主
は

社
会
保
障
関
係

書
類
や
源
泉
徴

収
票
等
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
を
記

載
し
て
提
出
す

る
こ
と
に
な
る

と
し
た
。

マ
イ
ナ
ン
バ

ー
を
従
業
員
か
ら
取
得
す
る

際
に
は
、
「
源
泉
徴
収
票
作

成
事
務
」
「
健
康
保
険
・
厚

生
年
金
保
険
届
出
事
務
」
な

ど
、
利
用
目
的
を
明
示
す
る

必
要
が
あ
り
、
他
人
へ
の
な

り
す
ま
し
の
防
止
の
た
め
に

も
厳
格
な
本
人
確
認
が
重
要

で
あ
る
と
し
た
。
本
人
確
認

に
当
た
っ
て
は
、
「
正
し
い

番
号
で
あ
る
こ
と
の
確
認

（
番
号
確
認
）
」
と
し
て
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
通
知
カ
ー
ド
や

番
号
付
き
の
住
民
票
を
、
ま

た
、
「
手
続
き
を
行
っ
て
い

る
者
が
番
号
の
正
し
い
持
ち

主
で
あ
る
こ
と
の
確
認
（
身

元
確
認
）
」
と
し
て
運
転
免
許

証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
を
用
い
る

こ
と
が
原
則
で
あ
る
と
強
調
。

従
業
員
か
ら
扶
養
親
族
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
取
得
す
る

に
当
た
っ
て
は
、
国
民
年
金

の
第
３
号
被
保
険
者
の
届
出

の
よ
う
に
、
第
３
号
被
保
険

者
自
身
が
事
業
者
へ
の
届
出

義
務
者（
従
業
員
は
代
理
人
）

に
な
る
も
の
は
、
事
業
者
が

本
人
確
認
を
す
る
必
要
が
あ

る
と
し
た
。
一
方
、
扶
養
控

除
等
申
告
書
の
よ
う
に
従
業

員
が
事
業
者
へ
の
提
出
義
務

者
に
な
る
も
の
は
本
人
確
認

が
不
要
で
あ
る
と
し
、
届
出

の
対
象
者
に
よ
っ
て
扱
い
が

異
な
る
と
し
た
。

な
お
、
本
来
は
従
業
員
自

身
で
申
請
す
べ
き
手
続
き
を

事
業
主
が
代
理
で
行
っ
て
い

る
も
の
に
関
し
て
は
、
委
任

の
手
続
き
を
す
る
こ
と
で
、

引
き
続
き
可
能
で
あ
る
と
の

見
方
を
示
し
た
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
取
扱
規

程
を
策
定
し
、
定
期
的
な

点
検
を

水町氏

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
へ

の
対
応
」
と
題
し
て
講
演
し

た
水
町
雅
子
弁
護
士
（
元
内

閣
官
房
社
会
保
障
改
革
担
当

室
参
事
官
補
佐
）
は
、
本
制

度
の
導
入
に
よ
っ
て
脱
税
防

止
の
効
果
が
強
調
さ
れ
る
が
、

従
来
は
個
人
か
ら
申
請
が
な

け
れ
ば
受
給
で
き
な
か
っ
た

社
会
保
障
給
付
に
つ
い
て
も
、

行
政
か
ら
連
絡
す
る
な
ど
、

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
つ
な
が

る
面
が
あ
る
こ
と
に
言
及
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
伴
い

新
設
さ
れ
る
情
報
提
供
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
「
マ
イ

ナ
ポ
ー
タ
ル
」
で
は
、
各
人

に
必
要
な
行
政
の
情
報
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
確
認
で

き
る
よ
う
に
な
る
と
し
た
。

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は

社
会
保
障
・
税
・
災
害
対
策

の
３
分
野
の
う
ち
法
令
で
定

め
ら
れ
た
事
務
で
の
み
利
用

が
認
め
ら
れ
る
な
ど
、
検
索

キ
ー
と
し
て
悪
用
さ
れ
な
い

よ
う
、
他
の
情
報
を
紐ひ

も

付
け

な
い
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
説
明
。
内
閣
府
外
局

の
第
三
者
機
関
と
し
て
設
け

ら
れ
た
「
特
定
個
人
情
報
保

護
委
員
会
」
が
適
正
な
取
り

扱
い
を
確
保
す
る
た
め
の
措

置
を
講
じ
る
他
、
悪
用
し
た

者
に
は
罰
則
が
適
用
さ
れ
る

と
し
た
。

一
方
、
民
間
事
業
者
に
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
取
り
扱
い

に
関
し
て
個
人
情
報
保
護
法

よ
り
厳
し
い
取
り
扱
い
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
安
全
管
理

措
置
と
し
て
、基
本
方
針
（
外

部
へ
の
宣
言
）
や
取
扱
規
程

（
事
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
）
を
策

定
し
、
取
扱
記
録
を
作
成
し

て
取
扱
状
況
を
定
期
的
に
点

検
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を

強
調
。
ま
ず
は
、「
誰
が
」「
何

の
た
め
に
」
「
ど
ん
な
情
報

を
」
取
り
扱
う
か
を
洗
い
出

し
た
上
で
、
個
人
の
モ
ラ
ル

に
委
ね
ず
、
組
織
と
し
て
ど

う
守
る
か
を
決
め
る
必
要
が

あ
る
と
し
た
。

そ
の
上
で
、
具
体
的
な
準

備
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、

（
１
）
な
り
す
ま
し
防
止
の

た
め
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
取

得
す
る
際
の
本
人
確
認
方
法

を
決
定
す
る
、
（
２
）
念
の

た
め
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
聞
い

て
お
く
と
い
う
よ
う
に
必
要

以
上
に
入
手
せ
ず
、
必
要
が

な
く
な
っ
た
ら
安
全
な
方
法

で
廃
棄
す
る
、
（
３
）
委
託

先
を
監
督
し
、
再
委
託
の
有

無
を
確
認
す
る

─
な
ど
の

対
策
を
挙
げ
た
。

更
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と

医
療
と
の
関
係
に
つ
い
て

は
、
「
社
会
保
障
の
中
に
健

康
保
険
が
入
っ
て
い
る
の

で
、
健
康
保
険
の
手
続
き
に

お
い
て
は
使
わ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
社

会
保
障
の
う
ち
保
険
料
等
、

お
金
の
管
理
だ
け
に
用
い
ら

れ
る
」
と
説
明
し
た
。

質
疑
応
答
の
後
、
今
村
聡

副
会
長
が
総
括
し
、
「
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入
に
よ

り
、
事
業
所
と
し
て
医
師
会

や
各
医
療
機
関
に
か
な
り
の

業
務
が
発
生
す
る
が
、
こ
の

対
応
に
つ
い
て
知
っ
て
お
い

て
頂
き
た
い
」
と
述
べ
、
地

区
医
師
会
や
会
員
に
周
知
す

る
よ
う
要
請
し
た
。

当
日
は
、
45
都
道
府
県
医

師
会
が
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ

ム
に
よ
り
受
講
。参
加
者
は
、

テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
で
視

聴
し
た
都
道
府
県
・
郡
市
区

等
医
師
会
の
役
職
員
及
び
会

員
、
医
療
関
係
者
等
を
含
め
、

合
計
１
７
８
３
名
で
あ
っ

た
。な

お
、
日
医
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
メ
ン
バ
ー
ズ
ル
ー
ム
で

は
本
研
修
会
の
模
様
を
映
像

配
信
し
て
い
る
。
ま
た
、
今

後
は
内
閣
官
房
等
の
情
報
と

共
に
、
日
医
の
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

順
次
掲
載
し
て
い
く
の
で
、

参
照
さ
れ
た
い
。

従業員のマイナンバー取得や利用に当たって
                         事業者に求められる手続きを概説

マイナンバー研修会

　来年1月のマイナンバー制度開始を踏まえ、マイナンバー
研修会が8月26日、日医会館大講堂で開催された。
　本制度においては、病院、診療所、医師会等も民間事業者
としてマイナンバーを取り扱うことになることから、本研修
会では都道府県医師会の役職員等を対象に、事業者に求めら
れる手続きなどについて説明が行われた。
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議
会
」
か
ら
も
報
告
が
あ
っ

た
。意

見
交
換
の
中
で
、
横
倉

会
長
は
、
「
わ
が
国
に
は
、

乳
幼
児
期
か
ら
高
齢
期
に
至

る
ま
で
ず
っ
と
、
健
康
診
断

の
枠
組
み
が
あ
る
が
、
実
施

主
体
や
所
管
省
庁
な
ど
が
異

な
っ
て
い
る
た
め
、
デ
ー
タ

が
き
ち
ん
と
管
理
さ
れ
て
お

ら
ず
、
健
康
情
報
が
活
用
で

き
て
い
な
い
。
健
康
寿
命
の

延
伸
に
向
け
て
、
一
貫
し
た

『
生
涯
保
健
事
業
』
と
す
る

こ
と
が
大
事
で
あ
る
」
と
指

摘
し
た
。

ま
た
、
行
政
、
企
業
、
医

療
関
係
団
体
な
ど
が
一
緒
に

な
っ
て
40
年
以
上
運
営
し
、

広
く
市
民
に
定
着
し
て
い
る

福
岡
県
大
牟
田
地
域
の
健
康

づ
く
り
事
業
の
例
（
「
健
康

づ
く
り
市
民
大
会
」
と
「
み

ん
な
の
健
康
展
」
を
毎
年
９

月
に
開
催
）
を
紹
介
、
身
近

な
と
こ
ろ
に
成
功
事
例
が
あ

る
こ
と
を
示
し
た
。

関
係
閣
僚
か
ら
は
、
「
こ

■■■■■■■■

飲
酒
及
び
喫
煙
年
齢
の 

 

引
き
下
げ
案
の
撤
回
を
要
求

9
月
2
・
9
日

横
倉
義
武
会
長
は
９
月
９

日
、
「
歳
出
効
率
化
に
資
す

る
優
良
事
例
の
横
展
開
の
た

め
の
健
康
増
進
・
予
防
サ
ー

ビ
ス
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
」
の
初
会
合
に
出
席
し
た
。

本
会
議
は
、
平
成
27
年
第

14
回
経
済
財
政
諮
問
会
議

（
７
月
23
日
開
催
）
に
お
い

て
、
安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大

臣
か
ら
、
「
『
経
済
・
財
政
一

体
改
革
』
の
初
年
度
に
ふ
さ

わ
し
い
28
年
度
予
算
と
す
る

た
め
、
今
後
、
概
算
要
求
基

準
も
踏
ま
え
、
政
策
効
果
の

高
い
施
策
へ
の
重
点
化
、
ま

た
、
新
た
な
歳
出
改
革
で
あ

る
『
公
的
サ
ー
ビ
ス
の
産
業

化
』
『
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
改

革
』
『
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
』
と
い
っ
た

『
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の

基
本
方
針
２
０
１
５
』
に
盛

り
込
ま
れ
た
、
こ
れ
ら
の
歳

出
抑
制
に
つ
な
が
る
制
度
改

革
の
推
進
に
政
府
を
挙
げ
て

取
り
組
み
、
各
府
省
で
知
恵

を
競
っ
て
頂
き
た
い
。
健
康

増
進
・
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
関

す
る
優
良
事
例
の
全
国
展
開

は
重
要
で
あ
る
。
新
た
な
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
活
用

し
、
関
係
大
臣
の
協
力
を
得

て
、
積
極
的
に
横
展
開
を
図

っ
て
欲
し
い
」
と
の
指
示
を

受
け
て
、
甘
利
明
内
閣
府
特

「
歳
出
効
率
化
に
資
す
る
優
良
事
例
の

    

横
展
開
の
た
め
の
健
康
増
進
・

予
防
サ
ー
ビ
ス
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」

構
成
員
：

（
１
）メ
ン
バ
ー

甘
利 　

明	�


内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
経
済

財
政
政
策
）、
健
康
・
医
療
戦
略

担
当
大
臣

塩
崎 

恭
久	

厚
生
労
働
大
臣

宮
沢 

洋
一	

経
済
産
業
大
臣

伊
藤 

元
重	

経
済
財
政
諮
問
会
議
民
間
議
員

新
浪 

剛
史	

経
済
財
政
諮
問
会
議
民
間
議
員

三
村 

明
夫	�



産
業
競
争
力
会
議
構
成
員
、
日

本
商
工
会
議
所
会
頭

横
倉 

義
武	

日
本
医
師
会
長

永
井 

良
三	

自
治
医
科
大
学
長

（
２
）�医
療
保
険
者
・
医
療
関
係
者（
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
）

大
塚 

陸
毅	�



健
康
保
険
組
合
連
合
会
長

小
林 　

剛	

全
国
健
康
保
険
協
会
理
事
長 

森 　

民
夫	

全
国
市
長
会
長

髙
木 

幹
正	

日
本
歯
科
医
師
会
長

山
本 

信
夫	

日
本
薬
剤
師
会
長

坂
本 

す
が	

日
本
看
護
協
会
長

遠
藤 

久
夫	�



社
会
保
障
審
議
会
医
療
保
険
部

会
長
（
学
習
院
大
学
経
済
学
部

教
授
）

命
担
当
大
臣
（
経
済
財
政
政

策
）
、
健
康
・
医
療
戦
略
担

当
大
臣
の
下
に
設
置
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。

そ
の
中
で
は
、
（
１
）
医

療
保
険
者
に
よ
る
デ
ー
タ
ヘ

ル
ス
等
、
（
２
）
生
活
習
慣

病
等
の
重
症
化
予
防
、
（
３
）

企
業
に
よ
る
健
康
経
営
、

（
４
）
ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
の

創
出
・
育
成
、
（
５
）
Ｉ
Ｔ

の
利
活
用
お
よ
び
規
制
改
革

等
の
制
度
改
正

─
の
５
つ

の
取
り
組
み
を
通
じ
て
実
現

さ
れ
る
市
場
創
出
効
果
の
検

討
を
行
う
も
の
と
さ
れ
て
い

る
。当

日
は
、
政
府
側
か
ら
甘

利
特
命
担
当
大
臣
、
塩
崎
恭

久
厚
生
労
働
大
臣
、
宮
沢
洋

一
経
済
産
業
大
臣
、
西
村
康

稔
内
閣
府
副
大
臣
が
出
席
。

会
議
の
司
会
進
行
を
甘
利
特

命
担
当
大
臣
自
ら
が
務
め
、

優
良
事
例
の
創
出
・
全
国
展

開
に
向
け
た
取
り
組
み
状
況

に
つ
い
て
の
報
告
と
意
見
交

換
が
行
わ
れ
た
。

横
倉
会
長
は
構
成
員
と
し

て
参
加
し
、
７
月
10
日
に
発

足
し
た
「
日
本
健
康
会
議
」

の
概
要
に
つ
い
て
報
告
。
引

き
続
き
、
同
会
議
の
渡
辺
俊

介
事
務
局
長
が
今
後
の
活
動

に
つ
い
て
説
明
し
た
。
ま
た
、

「
次
世
代
ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業

協
議
会
」
と
「
ス
マ
ー
ト
ウ

ェ
ル
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協

横
倉
義
武
会
長
は
、
自
民

党
の
「
成
年
年
齢
に
関
す
る

特
命
委
員
会
」
が
、
民
法
上

の
成
年
年
齢
を
20
歳
か
ら
18

歳
に
引
き
下
げ
る
こ
と
に
伴

い
、
飲
酒
及
び
喫
煙
の
禁
止

年
齢
も
18
歳
未
満
に
引
き
下

げ
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
と

の
提
言
案
を
示
し
た
こ
と
に

対
し
、
「
医
療
の
専
門
家
と

し
て
、
こ
の
提
言
内
容
は
容

認
し
が
た
い
」
と
述
べ
、
撤

回
を
求
め
る
と
と
も
に
、
同

日
、
自
民
党
の
稲
田
朋
美
政

務
調
査
会
長
に
申
し
入
れ
を

行
っ
た
こ
と
を
報
告
し
た
。

同
会
長
は
、
飲
酒
が
及
ぼ

す
影
響
に
つ
い
て
、
「
開
始

年
齢
が
低
い
ほ
ど
ア
ル
コ
ー

ル
依
存
症
に
な
る
確
率
が
高

く
な
り
、
記
憶
力
へ
も
影
響

す
る
こ
と
か
ら
極
端
な
学
習

成
績
の
低
下
に
も
つ
な
が
る

と
言
わ
れ
て
い
る
」と
強
調
。

い
わ
ゆ
る
〝
一
気
飲
み
〟
等

に
よ
る
急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中

毒
で
医
療
機
関
に
搬
送
さ
れ

る
の
は
20
歳
代
が
最
も
多
い

も
の
の
、
飲
酒
が
認
め
ら
れ

て
い
な
い
10
歳
代
も
相
当
数

に
上
っ
て
い
る
こ
と
を
挙
げ

る
と
と
も
に
、
政
府
が
目
指

す
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
対

策
推
進
の
流
れ
に
も
逆
行
す

る
と
異
議
を
唱
え
た
。

一
方
、喫
煙
に
つ
い
て
は
、

「
が
ん
に
限
ら
ず
、
脳
卒
中
、

心
筋
梗
塞
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
（
慢

性
閉
塞
性
肺
疾
患
）
等
さ
ま

ざ
ま
な
疾
病
の
リ
ス
ク
を
増

大
さ
せ
る
な
ど
、
非
感
染
性

疾
患
に
よ
る
成
人
死
亡
の
主

た
る
要
因
で
あ
る
こ
と
は
広

く
知
ら
れ
て
い
る
。
特
に
、

肺
が
ん
の
罹
患
率
は
喫
煙
年

数
に
影
響
を
受
け
る
も
の
で

あ
り
、
喫
煙
可
能
年
齢
の
引

き
下
げ
は
喫
煙
年
数
の
増
加

に
つ
な
が
り
、
将
来
の
肺
が

ん
罹
患
率
の
増
大
を
招
く
恐

れ
も
あ
る
」
と
し
て
、
未
成

年
の
喫
煙
習
慣
が
健
康
に
及

ぼ
す
悪
影
響
の
大
き
さ
を
危

惧
し
た
。

更
に
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保

健
機
関
）
の
た
ば
こ
規
制
枠

組
み
条
約
の
締
結
国
と
し
て

の
使
命
や
、
政
府
が
目
指
す

国
民
の
健
康
寿
命
の
延
伸
と

も
反
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た

上
で
、
「
青
年
期
の
飲
酒
や

喫
煙
の
生
活
習
慣
は
、
そ
の

後
の
個
々
の
健
康
に
も
大
き

く
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ

り
、
飲
酒
及
び
喫
煙
年
齢
の

引
き
下
げ
は
、
国
民
の
健
康

の
維
持
・
増
進
と
い
う
視
点

か
ら
も
断
じ
て
容
認
で
き
る

も
の
で
は
な
い
」
と
主
張
。

日
医
と
し
て
は
、
今
回
の

特
命
委
員
会
の
提
言
案
に
示

す
飲
酒
及
び
喫
煙
年
齢
の
引

き
下
げ
は
認
め
る
こ
と
は
で

き
な
い
と
し
て
、
強
く
撤
回

を
求
め
た
。

の
会
議
で
は
、
医

療
費
を
無
理
や
り

機
械
的
に
削
減
す

る
よ
う
な
や
り
方

は
と
ら
な
い
。
民

間
の
知
恵
を
活
用

し
て
、
好
事
例
を

全
国
に
展
開
し
、
結
果
と
し

て
適
正
に
な
る
よ
う
に
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
わ

が
国
を
、
少
子
高
齢
化
な
ど

課
題
解
決
先
進
国
と
し
て
、

海
外
か
ら
見
学
に
来
て
も
ら

え
る
国
に
し
て
い
き
た
い
」

旨
の
発
言
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
経
済
界
か
ら
は
、

「
医
療
費
を
適
正
化
す
る
こ

と
は
必
要
だ
が
、
そ
の
ま
ま

で
は
経
済
が
縮
小
し
て
し
ま

う
。
新
た
な
市
場
の
創
出
、

経
済
成
長
に
つ
な
げ
て
い
く

た
め
に
も
、
健
康
予
防
サ
ー

ビ
ス
の
産
業
化
が
重
要
で
あ

り
、
そ
う
す
れ
ば
、
結
果
と

し
て
労
働
者
の
生
産
性
が
ア

ッ
プ
し
、
企
業
価
値
も
上
が

る
」
旨
の
発
言
が
あ
っ
た
。

歳
出
効
率
化
に
資
す
る
優
良
事
例
の

  
横
展
開
の
た
め
の
健
康
増
進
・

          

予
防
サ
ー
ビ
ス
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
参
加

横倉会長
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横倉会長、上川法務大臣

「地域に貢献できる矯正医療」
　 への転換を目指し
            協力していくことを確認

■■■■■■■■

医
療
安
全
対
策
委
員
会

第
２
次
中
間
答
申
ま
と
ま
る

■■■■■■■■

地
域
包
括
ケ
ア
に
向
け
た

 

『
か
か
り
つ
け
連
携
手
帳
』を

公
表

石
川
広
己
常
任
理
事
は
、

『
か
か
り
つ
け
連
携
手
帳
』

を
作
成
し
た
こ
と
を
公
表
し

た
。

『
か
か
り
つ
け
連
携
手
帳
』

（
以
下
、『
連
携
手
帳
』）
は
、

か
か
り
つ
け
の
医
師
・
薬
剤

師
・
歯
科
医
師
及
び
地
域
包

括
ケ
ア
に
欠
か
せ
な
い
看

護
・
介
護
関
係
者
等
の
医
療

従
事
者
が
そ
れ
ぞ
れ
に
持
っ

て
い
る
、
患
者
さ
ん
単
位
の

あ
ら
ゆ
る
情
報
を
ア
ナ
ロ
グ

的
に
共
有
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。

日
医
で
は
、
日
本
歯
科
医

師
会
、
日
本
薬
剤
師
会
と
共

に
「
健
康
・
医
療
・
介
護
分

野
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
」
の

連
携
基
盤
の
構
築
・
環
境
整

備
事
業
の
推
進
に
努
め
て
い

る
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
情
報

連
携
の
仕
組
み
が
普
及
す
る

ま
で
の
間
、
ア
ナ
ロ
グ
で
も

十
分
な
連
携
が
行
え
る
よ

う
、
『
連
携
手
帳
』
を
作
成

す
る
こ
と
に
し
た
。

同
常
任
理
事
は
、
本
年
４

月
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
る
在

宅
医
療
・
介
護
連
携
推
進
事

業
に
お
い
て
、
具
体
的
な
８

つ
の
取
り
組
み
の
中
に
、「
医

療
・
介
護
関
係
者
の
情
報
共

有
の
支
援
」
が
掲
げ
ら
れ
て

い
る
こ
と
に
言
及
。「
健
康
・

医
療
・
介
護
分
野
に
お
け
る

情
報
連
携
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
は
、

日
医
で
は
、
10
月
１
日
か

ら
実
施
さ
れ
る
「
医
療
事
故

調
査
制
度
」
に
お
い
て
、
特

に
院
内
事
故
調
査
を
支
援
す

る
立
場
か
ら
、
医
師
会
組
織

と
し
て
の
体
制
づ
く
り
に
つ

い
て
、
会
内
の
「
医
療
安
全

対
策
委
員
会
」
（
委
員
長
：

平
松
恵
一
広
島
県
医
師
会

長
）
で
、
昨
年
10
月
か
ら
検

討
を
重
ね
、
本
年
４
月
に
、

第
１
次
の
中
間
答
申
「
医
療

事
故
調
査
制
度
に
お
け
る
医

師
会
の
役
割
に
つ
い
て
」
を

公
表
、
今
村
定
臣
常
任
理
事

医
療
機
関
内
に
設
置
す
る
事

故
調
査
委
員
会
の
「
委
員
長

や
主
領
域
の
専
門
委
員
は
外

部
委
員
が
望
ま
し
い
」
と
の

考
え
方
が
示
さ
れ
て
い
る
。

「
４
．
院
内
事
故
調
査
報

告
書
」
以
降
の
部
分
で
は
、

調
査
報
告
書
は
、
当
該
医
療

機
関
が
支
援
団
体
の
協
力
を

得
て
作
成
し
て
い
く
も
の

で
、
そ
の
た
め
に
関
係
者
間

で
の
草
稿
の
や
り
取
り
が
何

回
に
も
及
ぶ
、
と
い
っ
た
作

成
過
程
で
の
基
本
的
な
考
え

方
な
ど
を
解
説
。
こ
れ
ら
の

モ
デ
ル
と
し
て
同
委
員
会
が

参
考
に
し
、
答
申
全
体
の
基

盤
と
な
っ
た
考
え
方
は
、
い

く
つ
か
の
都
県
医
師
会
に
お

け
る
先
行
事
例
、
と
り
わ
け

福
岡
県
医
師
会
で
近
年
取
り

組
ま
れ
て
き
た
、
医
師
会
が

中
心
と
な
り
当
該
医
療
機
関

と
協
働
し
て
医
療
事
故
調
査

を
行
う
手
法
で
あ
る
と
し
て

い
る
。

最
後
に
、
今
村
常
任
理
事

は
、
８
月
21
日
に
日
医
会
館

で
開
催
し
た
都
道
府
県
医
師

会
医
療
事
故
調
査
制
度
担
当

理
事
連
絡
協
議
会
で
、
第
２

次
中
間
答
申
の
内
容
に
つ
い

て
詳
細
を
報
告
し
た
（
本
紙

第
１
２
９
７
号
既
報
）
と
し
、

今
後
、
全
国
で
活
用
さ
れ
る

こ
と
に
期
待
を
示
し
た
。

更
に
、
医
療
事
故
調
査
制

度
は
10
月
か
ら
実
施
さ
れ
る

が
、
医
療
安
全
対
策
委
員
会

に
は
引
き
続
き
、
制
度
の
円

滑
な
運
用
が
な
さ
れ
る
よ

う
、
取
り
組
み
を
継
続
し
て

も
ら
う
予
定
で
あ
る
と
し
、

「
特
に
、
都
道
府
県
医
師
会

ご
と
に
初
期
対
応
を
確
実
に

遂
行
で
き
る
人
材
を
養
成
し

て
い
く
こ
と
は
不
可
欠
と
思

わ
れ
、
人
材
養
成
の
適
切
な

あ
り
方
に
つ
い
て
も
、
改
め

て
検
討
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

が
５
月
20
日
の
定
例
記
者
会

見
で
説
明
し
て
い
る
（
本
紙

第
１
２
９
０
号
既
報
）。

同
常
任
理
事
は
、
同
委
員

会
が
、
そ
の
後
も
10
月
の
制

度
施
行
ま
で
に
医
師
会
と
し

て
準
備
す
べ
き
こ
と
な
ど
を

集
中
的
に
議
論
、
８
月
21
日

に
、
第
２
次
中
間
答
申
と
し

て
取
り
ま
と
め
、
横
倉
義
武

会
長
に
答
申
し
た
こ
と
を
報

告
し
た
上
で
、
そ
の
概
要
を

説
明
し
た
。

今
回
の
第
２
次
中
間
答
申

「
医
療
事
故
調
査
制
度
に
お

け
る
医
師
会
の
役
割
に
つ
い

て
Ⅱ
～
院
内
事
故
調
査
の
手

順
と
医
師
会
に
よ
る
支
援
の

実
際
～
」
は
、
院
内
事
故
調

査
を
行
う
医
療
機
関
と
そ
れ

を
支
援
す
る
医
師
会
な
ど
の

支
援
団
体
の
、
そ
れ
ぞ
れ
に

と
っ
て
具
体
的
な
マ
ニ
ュ
ア

ル
と
な
る
も
の
を
目
指
し
て

ま
と
め
た
も
の
で
、
そ
の
目

的
に
従
い
、
実
際
の
事
故
調

査
、
あ
る
い
は
そ
の
支
援
の

流
れ
に
極
力
沿
う
よ
う
な
構

成
が
と
ら
れ
て
い
る
。

第
２
次
中
間
答
申
は
、
１
．

は
じ
め
に
、
２
．
基
本
的
な

考
え
方
、
３
．
院
内
事
故
調

査
の
あ
り
方
、
４
．
院
内
事

故
調
査
報
告
書
、
５
．
院
内

事
故
調
査
を
支
え
る
た
め
の

取
組
み
、
６
．
お
わ
り
に

─
か
ら
な
っ
て
い
る
。

「
２
．
基
本
的
な
考
え
方
」

で
は
、
医
療
事
故
調
査
に
関

わ
る
関
係
者
が
よ
く
理
解

し
、
共
有
し
て
お
く
べ
き
目

的
や
理
念
を
明
ら
か
に
し
、

院
内
事
故
調
査
を
実
施
す
る

医
療
機
関
で
は
、
関
係
者
が

事
故
の
真
実
の
原
因
を
知
る

た
め
に
、
客
観
的
に
広
い
視

野
で
調
査
に
臨
む
こ
と
の
重

要
性
が
謳う

た

わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
支
援
団
体
と
し
て

は
、
医
師
会
が
支
援
の
全
体

の
方
向
性
を
初
期
段
階
で
し

っ
か
り
と
定
め
ら
れ
る
よ

う
、
各
都
道
府
県
医
師
会
の

中
に
「
医
療
事
故
調
査
支
援

委
員
会
（
仮
称
）
」
等
を
設

置
し
、
組
織
的
な
対
応
が
と

れ
る
体
制
を
構
築
し
て
お
く

と
と
も
に
、
個
別
具
体
的
な

事
例
に
お
い
て
は
、
時
間
帯

や
内
容
に
応
じ
て
担
当
役
員

や
事
務
局
が
受
け
る
な
ど
、

医
師
会
ご
と
に
柔
軟
に
対
応

す
る
具
体
的
な
方
法
を
提
示

し
て
い
る
。

「
３
．
院
内
事
故
調
査
の

あ
り
方
」
で
は
、
医
療
事
故

の
「
判
断
」
の
局
面
と
「
調

査
」
の
段
階
に
分
け
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
項
目
ご
と
に
、

「
ａ
．
医
療
機
関
が
行
う
こ

と
」
「
ｂ
．
支
援
団
体
が
行

う
こ
と
」
を
区
別
し
て
時
系

列
に
解
説
す
る
と
い
う
構
成

が
と
ら
れ
て
い
る
。

実
際
に
事
案
発
生
の
際
に

は
、
例
え
ば
Ai
や
病
理
解
剖

の
要
否
に
つ
い
て
の
判
断
と

遺
族
へ
の
説
明
な
ど
、
「
初

期
対
応
」
へ
の
支
援
を
い
か

に
確
実
に
提
供
で
き
る
か

で
、
そ
の
後
の
「
調
査
」
の

進
め
方
に
も
大
き
な
差
が
出

る
と
し
て
、
特
に
「
初
期
対

応
」
の
重
要
性
を
指
摘
し
て

い
る
。

次
に
、
「
調
査
」
に
よ
り
、

解
剖
所
見
、
Ai
読
影
レ
ポ
ー

ト
の
他
、
各
種
の
診
療
記
録
、

関
係
者
の
証
言
等
、
必
要
な

情
報
を
集
め
、
そ
れ
ら
を
整

理
・
分
析
す
る
「
論
点
整
理
」

の
作
業
の
際
は
、
当
該
診
療

に
関
与
し
た
医
療
関
係
者
等

か
ら
出
さ
れ
た
疑
問
点
等
も

随
時
追
加
す
る
な
ど
、
こ
の

過
程
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

が
、
実
質
的
な
成
否
を
分
か

つ
重
要
な
鍵
と
な
る
と
指

摘
。
ま
た
、
協
議
の
た
め
に
、

ま
だ
基
盤
の
整
備
途
上
で
あ

り
、
全
て
の
地
域
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
用
い
る
こ
と
は
難
し
い
」

と
説
明
し
た
。
そ
の
上
で
、

「
こ
の
『
連
携
手
帳
』
を
活

用
す
る
こ
と
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

利
用
し
な
く
て
も
医
療
・
介

護
関
係
者
間
の
連
携
を
推
進

で
き
る
」
と
し
て
、
『
連
携

手
帳
』
作
成
の
意
義
を
強
調

し
た
。

ま
た
、『
連
携
手
帳
』に
は
、

介
護
予
防
や
患
者
さ
ん
が
自

身
の
健
康
管
理
が
行
え
る
オ

プ
シ
ョ
ン
ペ
ー
ジ
が
用
意
さ

れ
て
お
り
、
地
域
の
特
性
に

合
っ
た
情
報
を
追
加
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
活
用
の
幅
が
広

が
り
、
地
域
に
根
付
か
せ
る

こ
と
も
で
き
る
と
し
た
上

で
、
「
日
医
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
そ
の
様
式
を
公
開
し
て

い
る
『
連
携
手
帳
』
を
活
用

し
、
地
域
の
実
情
に
合
っ
た

健
康
・
医
療
・
介
護
分
野
に

お
け
る
情
報
連
携
を
進
め
て

欲
し
い
」
と
述
べ
た
。

横
倉
義
武
会
長
は
９
月
11

日
、
日
医
会
館
を
訪
れ
た
上

川
陽
子
法
務
大
臣
と
法
務
官

署
（
刑
務
所
、
少
年
院
、
入

国
者
収
容
所
等
）
の
医
官
の

現
状
に
つ
い
て
、
意
見
交
換

を
行
っ
た
。

上
川
法
務
大
臣
は
、
法
務

官
署
の
医
官
の
危
機
的
な
状

況
に
対
す
る
日
医
か
ら
の
さ

ま
ざ
ま
な
支
援
に
感
謝
の
意

を
示
し
た
上
で
、
８
月
27
日

に
「
矯
正
医
官
の
兼
業
及
び

勤
務
時
間
の
特
例
等
に
関
す

る
法
律
」
が
成
立
し
た
こ
と

を
報
告
。
こ
れ
に
よ
り
、
医

師
が
働
き
や
す
い
勤
務
環
境

の
整
備
、
兼
業
を
通
じ
た
地

域
医
療
へ
の
貢
献
が
可
能
に

な
る
と
し
、
「
こ
れ
を
機
に
、

十
分
な
矯
正
医
官
の
確
保
と

併
せ
、
『
地
域
医
療
に
頼
っ

て
き
た
矯
正
医
療
』
か
ら
『
地

域
に
貢
献
で
き
る
矯
正
医

療
』
へ
の
転
換
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
、
日

医
の
更
な
る
協
力
を
お
願
い

し
た
い
」
と
述
べ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
横
倉
会

長
は
、
「
矯
正
医
療
の
分
野

は
死
体
検
案
な
ど
と
並
ぶ
公

益
的
な
活
動
の
一
つ
と
し

て
、
真
剣
に
取
り
組
む
べ
き

課
題
と
認
識
し
て
い
る
」
と

述
べ
る
と
と
も
に
、
「
被
収

容
者
の
健
康
を
維
持
・
向
上

さ
せ
る
こ
と
は
、
出
所
後
の

円
滑
な
社
会
復
帰
、
ひ
い
て

は
再
犯
の
防
止
に
も
重
要
な

影
響
を
及
ぼ
す
」
と
し
て
、

引
き
続
き
、
都
道
府
県
医
師

会
に
対
し
て
、
積
極
的
な
働

き
掛
け
を
行
っ
て
い
く
意
向

を
表
明
。
現
状
の
改
善
に
向

け
て
両
者
が
協
力
し
て
い
く

こ
と
を
確
認
し
た
。
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日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

秘
書
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
４
・
人
事
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
庶
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
・
企
画
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
広
報
・
情
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
／
03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０

介
護
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
年
金
・
税
制
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
情
報
サ
ー
ビ
ス
課 
03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９

総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
・
地
域
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
地
域
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８
・
地
域
医
療
第
三
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
感
染
症
危
機
管
理
対
策
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
５

医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
・
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
治
験
促
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
５
３
１
９
―
３
７
８
１
・
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
（
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
・
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
）

今
村
聡
副
会
長
は
８
月
31

日
、
24
学
会
禁
煙
推
進
学
術

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
藤
原
久
義

委
員
長
）
の
呼
び
掛
け
に
よ

り
、

久
史
麿
日
本
医
学
会

長
、
尾
﨑
治
夫
東
京
都
医
師

会
長
、
日
野
原
重
明
日
本
循

環
器
学
会
名
誉
会
員
・
聖
路

加
国
際
病
院
名
誉
院
長
ら
と

共
に
東
京
都
庁
を
訪
れ
、
２

０
２
０
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向

け
て
、
東
京
都
受
動
喫
煙
防

止
条
例
の
制
定
を
要
望
し
た
。

要
望
で
は
、
飲
食
店
等
の

サ
ー
ビ
ス
産
業
を
含
む
全
て

の
屋
内
施
設
を
全
面
禁
煙
と

す
る
罰
則
付
き
の
東
京
都
受

動
喫
煙
防
止
条

例
を
大
会
ま
で

に
成
立
さ
せ
る

こ
と
を
要
求
。

更
に
、
国
際

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

協
会
が
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
大
会
で

の
禁
煙
方
針
を

採
択
し
、
２
０

０
４
年
以
降
、

屋
内
施
設
を
全

面
禁
煙
と
す
る

罰
則
付
き
の
受

動
喫
煙
防
止
法

が
施
行
さ
れ
て

い
る
国
で
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
行
わ
れ
て
き

た
こ
と
な
ど
に
触
れ
、
２
０

２
０
年
に
向
け
て
東
京
都
受

動
喫
煙
防
止
条
例
の
制
定
を

求
め
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

一
行
は
、
中
嶋
正
宏
東
京

都
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
準
備
局
長
ら
に
、

要
望
書
を
手
交
。
説
明
を
受

け
た
準
備
局
か
ら
は
、
「
東

京
都
受
動
喫
煙
防
止
対
策
検

討
会
」
の
報
告
書
に
沿
い
、

受
動
喫
煙
防
止
の
た
め
の
明

確
な
ビ
ジ
ョ
ン
と
対
策
を
含

め
た
取
り
組
み
の
工
程
表
が

提
示
さ
れ
る
と
と
も
に
、
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
も
国
の

動
き
を
見
な
が
ら
検
討
し
て

い
く
旨
の
回
答
が
示
さ
れ
た
。

そ
の
後
に
行
わ
れ
た
記
者

会
見
で
は
、
藤
原
委
員
長
が

要
望
書
の
内
容
を
説
明
。

今
村
副
会
長
は
、
家
族
に

喫
煙
者
が
い
た
場
合
、
ベ
ラ

ン
ダ
で
の
喫
煙
で
あ
っ
て

も
、
子
ど
も
に
影
響
が
出
る

も
の
で
あ
り
、
「
喫
煙
は
嗜

好
品
で
あ
る
か
ら
、
喫
煙
者

と
禁
煙
者
の
共
存
で
き
る
社

会
を
つ
く
ろ
う
」
と
い
う
間

違
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
出
す

こ
と
は
問
題
で
あ
る
と
し
た

上
で
、
委
員
と
し
て
出
席
し

第
３
回
医
学
生
・
日
医
役

員
交
流
会
が
９
月
２
日
、
日

医
会
館
小
講
堂
で
開
催
さ
れ

た
。日

医
で
は
、
医
学
生
向
け

の
無
料
情
報
誌

『
ド
ク
タ
ラ
ー

ゼ
』
を
発
行
す

る
な
ど
、
医
学

生
を
対
象
に
さ

ま
ざ
ま
な
情
報

の
提
供
を
行
っ

て
い
る
が
、
本

交
流
会
は
、
そ

の
一
環
と
し

て
、
将
来
の
医

療
を
担
う
医
学

生
と
日
医
の
役

員
が
今
後
の
わ

が
国
の
医
療
制

度
と
そ
の
問
題

に
つ
い
て
共
に

考
え
る
機
会
を

持
ち
、
医
師
会
活
動
へ
の
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
と
し
て
開
催
し
て
い
る

も
の
で
、
今
回
で
３
回
目
と

な
る
。

今
村
定
臣
常
任
理
事
の
総

合
司
会
で
開
会
。
冒
頭
、
あ

い
さ
つ
に
立
っ
た
横
倉
義
武

会
長
は
、
日
々
進
歩
す
る
医

学
・
医
療
に
対
応
し
て
い
く

た
め
、
医
師
の
生
涯
教
育
に

も
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
な

ど
、
日
医
の
取
り
組
み
を
紹

介
。
そ
の
上
で
、
「
わ
が
国

は
今
年
で
戦
争
終
結
か
ら
70

年
と
い
う
節
目
を
迎
え
た

が
、
戦
後
の
困
難
を
乗
り
越

え
、
経
済
復
興
を
遂
げ
た
要

因
の
一
つ
と
し
て
、
誰
も
が

安
心
し
て
働
け
る
よ
う
な
社

会
保
障
体
制
、
国
民
皆
保
険

の
確
立
が
経
済
成
長
を
下
支

え
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
」
と
し
、
経
済
格
差
に
よ

っ
て
受
け
る
医
療
に
格
差
を

生
じ
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、

公
的
保
険
制
度
に
よ
る
国
民

皆
保
険
を
継
続
す
べ
き
で
あ

り
、
そ
れ
を
守
っ
て
い
く
こ

と
が
我
々
日
医
の
役
割
で
も

あ
る
と
強
調
し
た
。

【
第
１
部
】
で
は
、
今
村

聡
副
会
長
が
座
長
を
務
め
、

基
調
講
演
「
今
、
な
ぜ
『
地

域
包
括
ケ
ア
』
な
の
か
？　

─
地
域
医
療
こ
そ
今
後
の
医

療
の
主
役
─
」
と
題
し
て
、

迫
井
正
深
厚
生
労
働
省
老
健

局
老
人
保
健
課
長
が
講
演
を

行
っ
た
。

迫
井
課
長
は
、
ま
ず
、
日

本
の
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
示

し
な
が
ら
75
歳
以
上
の
高
齢

者
が
急
速
に
増
加
し
て
い
る

背
景
、
い
わ
ゆ
る
「
２
０
２

５
年
問
題
」に
つ
い
て
解
説
。

急
速
な
高
齢
化
の
進
展
と
若

年
層
の
減
少
へ
の
対
応
が
急

務
で
あ
る
と
し
た
上
で
、「
高

齢
者
の
ケ
ア
ニ
ー
ズ
（
医

療
・
介
護
・
終
末
期
）
に
対

応
し
た
体
制
の
整
備
こ

そ
が
『
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
』
の
考
え
方

で
あ
る
」と
説
明
し
た
。

ま
た
、迫
井
課
長
は
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
を
推
進
し
て
い
く
上

で
の
課
題
と
し
て「
認
知
症
」

及
び
「
高
齢
単
身
世
帯
及
び

高
齢
夫
婦
世
帯
の
増
加
」
を

挙
げ
、
「
医
療
介
護
連
携
の

推
進
に
は
、
日
常
生
活
支
援

の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
地
域

の
支
え
が
絶
対
的
に
必
要
で

あ
る
」と
述
べ
る
と
と
も
に
、

「
地
域
住
民
の
生
活
視
点
」

を
重
視
し
た
総
合
的
な
チ
ー

ム
医
療
の
実
践
の
た
め
に
は

〝
顔
の
見
え
る
関
係
〟
が
重

要
で
あ
る
と
し
て
、
「
医
療

関
係
者
に
は
積
極
的
に
多
職

種
連
携
に
努
め
て
欲
し
い
」

と
要
望
し
た
。

【
第
２
部
】
学
生
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
「
医

学
生
は
地
域
医
療
に
ど
う
貢

献
で
き
る
か
」を
テ
ー
マ
に
、

（
１
）
児
童
問
題
研
究
会
ひ

ば
り
（
香
川
大
学
）、
（
２
）

TEKISHI

（
大
阪
大
学
）、（
３
）

地
域
医
療
研
究
部
（
鳥
取
大

学
）、（
４
）
清
水
一
紀
（
名

古
屋
大
学
）、（
５
）
大
阪
ど

ま
ん
な
か
、
（
６
）
ぎ
ふ
医

療
ケ
ア
サ
ー
ク
ル
（
岐
阜
大

学
）、（
７
）NARA IPECH

（
奈

良
県
立
医
科
大
学
）、
（
８
）

ジ
ャ
パ
ン
ハ
ー
ト　

学
生
組

織HEART

’s

─
の
代
表
者

ら
が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
行
っ
た
。

【
第
３
部
】
グ
ル
ー
プ
ワ

ー
ク
で
は
、
交
流
会
に
参
加

し
た
19
名
の
医
学
生
が
４
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
各

グ
ル
ー
プ
に
石
川
広
己
・
笠

井

夫
・
羽
鳥
裕
・
釜

敏

各
常
任
理
事
が
加
わ
っ
て
、

「
医
師
の
地
域
・
診
療
科
偏

在
」
「
多
職
種
連
携
・
チ
ー

ム
医
療
」
な
ど
を
テ
ー
マ
と

し
て
活
発
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
た
。

引
き
続
き
行
わ
れ
た
総
評
・

表
彰
で
は
、今
村
副
会
長
が
、

「
皆
さ
ん
の
若
く
柔
軟
な
ア

イ
デ
ア
が
医
師
会
運
営
を
活

性
化
さ
せ
、
わ
が
国
の
医
療

の
原
動
力
と
な
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
」と
総
括
し
た
。

て
い
た
「
東
京

都
受
動
喫
煙
防

止
対
策
検
討

会
」
の
検
討
経

過
を
紹
介
。
多

く
の
医
療
関
係

職
種
の
委
員
か

ら
「
罰
則
付
き
の
条
例
が
必

要
」
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た

が
、
他
職
種
の
委
員
か
ら
の

意
見
も
あ
り
「
２
０
１
８
年

ま
で
に
条
例
化
に
つ
い
て
検

討
を
行
う
」
こ
と
に
な
っ
た

と
し
、
日
医
と
し
て
も
国
に

対
し
て
積
極
的
に
対
策
を
要

望
し
て
い
き
た
い
と
し
た
。

日
野
原
名
誉
院
長
は
、「
も

う
す
ぐ
１
０
４
歳
に
な
る
。

長
生
き
し
た
い
と
思
う
な
ら

た
ば
こ
を
吸
う
べ
き
で
は
な

い
。
わ
が
身
を
も
っ
て
証
明

し
て
い
る
」
と
禁
煙
の
重
要

性
を
示
し
た
。

久
日
本
医
学
会
長
は
、

「
室
内
完
全
分
煙
で
あ
る
場

合
で
も
、
レ
ス
ト
ラ
ン
等
の

店
員
は
そ
の
ブ
ー
ス
に
入
ら

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
未
成
年

で
あ
っ
て
も
受
動
喫
煙
を
強

要
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
」
と

し
て
、
室
内
の
完
全
禁
煙
を

求
め
た
。

尾
﨑
都
医
会
長
は
、
東
京

都
医
師
会
で
も
「
タ
バ
コ
対

策
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、

禁
煙
に
向
け
た
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
こ
と
を
報
告
。

健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に

も
、
た
ば
こ
対
策
は
必
須
で

あ
り
、
日
医
と
連
携
し
な
が

ら
働
き
掛
け
を
続
け
て
い
き

た
い
と
し
た
。

日
医
・
日
本
医
学
会
・
24
学
会
禁
煙
推
進
学
術
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て

        
全
て
の
屋
内
施
設
の
全
面
禁
煙
を
要
望

「
地
域
医
療
に
医
学
生
は
ど
う
貢
献
で
き
る
か
」

                                 

を
テ
ー
マ
に
議
論

第
３
回
医
学
生
・
日
医
役
員
交
流
会

BS-TBS 毎週金曜 20：54 ～ 21：00 絶賛放映中

日医提供番組

地域医療に従事する先生方を紹介しています
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日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

秘
書
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
４
・
人
事
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
庶
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
・
企
画
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
広
報
・
情
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
／
03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０

介
護
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
年
金
・
税
制
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
情
報
サ
ー
ビ
ス
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９

総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
・
地
域
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
地
域
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８
・
地
域
医
療
第
三
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
感
染
症
危
機
管
理
対
策
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
５

医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
・
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
治
験
促
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
５
３
１
９
―
３
７
８
１
・
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
（
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
・
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
）

石
井
正
三
常
任
理
事
は
８

月
19
、
20
日
の
２
日
間
に
わ

た
っ
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
マ

ニ
ラ
市
で
開
催
さ
れ
た
ア
ジ

ア
太
平
洋
経
済
協
力
（
以
下

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
フ
ォ
ー
ラ
ム
に

出
席
し
た
。

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
で
は
、
加
盟
21

カ
国
の
持
続
的
発
展
を
支
援

す
る
た
め
に
、
２
０
１
０
年

に
「
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
域
内
中
小
企

業
の
ビ
ジ
ネ
ス
戦
略
」
を
構

築
。
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
域

内
の
患
者
に
最
善
の
医
療
を

提
供
す
る
た
め
に
、
医
療
機

器
、
バ
イ
オ
医
薬
品
産
業
、

医
療
専
門
職
、
患
者
団
体
及

び
そ
の
他
利
害
関
係
者
間
で

倫
理
的
協
力
を
す
る
こ
と

で
、
中
小
企
業
が
国
境
を
越

え
た
ビ
ジ
ネ

ス
を
持
続
的

に
運
営
し
、

従
事
す
る
能

力
を
強
化
す

る
こ
と
が
で

き

る

と

し

て
、
医
療
機

器
・
バ
イ
オ

医
薬
品
セ
ク

タ
ー
に
お
け

る
中
小
企
業

の
た
め
の
倫

理
環
境
の
推

進
を
図
る
た

め

の

方

策

を
、
倫
理
面

か
ら
検
討
す

る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
。

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、

２
０
１
３
年
の
バ
リ
島
、
２

０
１
４
年
の
南
京

市
に
続
い
て
開
催

さ
れ
た
も
の
で
、

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
フ
ォ
ー

ラ
ム
か
ら
の
横
倉

義
武
会
長
へ
の
招

聘
に
応
じ
て
、
同

常
任
理
事
が
出
席

し
た
も
の
で
あ
る
。

同
常
任
理
事

は
、
19
日
の
セ
ッ

シ
ョ
ン
「
倫
理
的

ビ
ジ
ネ
ス
慣
行
強

化
の
た
め
の
さ
ま

ざ
ま
な
利
害
関
係

者
の
協
調
」
に
お

い
て
、
バ
イ
オ
医
薬
品
セ
ク

タ
ー
に
お
け
る
企
業
の
高
水

準
な
倫
理
的
慣
行
を
積
極
的

に
支
援
す
る
た
め
に
、
政
府
、

医
療
専
門
職
、
そ
の
他
利
害

関
係
者
が
産
業
界
と
ど
の
よ

う
に
協
調
し
て
い
け
る
か
を

テ
ー
マ
と
し
た
議
論
に
参
加
。

ま
た
、
20
日
の
セ
ッ
シ
ョ

ン
「
医
療
専
門
職
に
よ
る
対

話
：
患
者
を
第
一
義
と
す
る

企
業
と
の
倫
理
的
関
わ
り
の

推
進
」
で
は
、
世
界
医
師
会

「
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
宣
言
」
で
患

者
の
健
康
を
第
一
義
と
し
て

い
る
こ
と
、
同
「
ヘ
ル
シ
ン

キ
宣
言
」
で
倫
理
委
員
会
、

研
究
倫
理
委
員
会
の
あ
り
方

に
言
及
し
て
い
る
こ
と
を
紹

介
す
る
と
と
も
に
、
「
日
医

で
も
『
医
の
倫
理
綱
領
』
を

作
成
し
、
会
員
の
倫
理
意
識

の
向
上
に
努
め
て
い
る
」
と

述
べ
た
。

な
お
、
当
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

の
議
論
の
成
果
と
し
て
、「
医

療
機
器
及
び
バ
イ
オ
医
薬
品

に
お
け
る
多
様
な
利
害
関
係

者
間
の
倫
理
的
協
力
を
実
施

す
る
た
め
の
指
針
」
（http: 

//dl.med.or.jp/dl-med/

teireikaiken/201508 

26_2.pdf

）
が
採
択
さ
れ
た
。

参
加
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
、
カ
ナ
ダ
、
チ
リ
、
中
国
、

香
港
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
日

本
、
韓
国
、
マ
レ
ー
シ
ア
、

メ
キ
シ
コ
、
ペ
ル
ー
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

タ
イ
、
ア
メ
リ
カ
、
ベ
ト
ナ

ム
の
15
カ
国
１
地
域
か
ら
、

約
３
０
０
名
で
あ
っ
た
。

復
興
支
援
事
業
で
完
成

し
た
新
レ
イ
テ
医
師
会

館
を
視
察

石
井
常
任
理
事
は
、
フ
ォ

ー
ラ
ム
終
了
後
の
21
日
に
レ

イ
テ
島
に
移
動
し
、
２
０
１

３
年
11
月
に
発
生
し
た
フ
ィ

リ
ピ
ン
台
風
30
号
被
害
に
対

す
る
日
医
会
員
か
ら
の
義
援

金
で
建
設
さ
れ
た
レ
イ
テ
医

師
会
新
会
館
を
視
察
。
同
医

師
会
の
エ
ル
ビ
ラ
・
カ
サ
ー

ル
会
長
、
ミ
ー
ナ
・
タ
グ
ラ

前
会
長
他
役
員
か
ら
、
新
会

館
が
地
域
の
緊
急
支
援
拠
点

と
し
て
の
機
能
を
有
し
、
地

域
住
民
の
健
康
イ
ベ
ン
ト
に

も
活
用
さ
れ
る
な
ど
、
医
師

会
活
動
及
び
地
域
医
療
の
拠

点
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
と
の
説
明
を
受
け
た
。

当
会
館
の
建
設
は
、日
医
、

福
山
市
医
師
会
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

の
合
同
復
興
支
援
事
業
と
し

て
実
施
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

建
物
に
は
三
者
の
支
援
に
感

謝
す
る
銘
板
が
掲
示
さ
れ
て

い
る
（
本
紙
第
１
２
８
７
号

既
報
）。

ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
協
力（
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）

                         

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
出
席

石
井
常
任
理
事

台
湾
粉
塵
爆
発
事
故
に
お

け
る
「
日
本
医
師
会　

三
学

会
合
同
熱
傷
診
療
支
援
医
師

団
」
の
支
援
活
動
に
関
す
る

報
告
が
９
月
９
日
、
日
本
集

中
治
療
医
学
会
・
日
本
救
急

医
学
会
・
日
本
熱
傷
学
会
の

３
学
会
代
表
者
同
席
の
下
、

日
医
会
館
で
行
わ

れ
た
。

本
支
援
は
、
台

湾
医
師
会
と
の
ｉ

Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
（in-

t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l 

Japan 
Medical 

A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n 

Team

）
構
想
に
よ

る
「
災
害
時
の
医

療
・
救
護
支
援
に

お
け
る
医
師
の
派

遣
と
支
援
体
制
の

相
互
承
認
に
関
す

る
日
本
医
師
会
と

各
国
医
師
会
と
の

間
の
協
定
」
に
基

づ
く
緊
急
医
療
支
援
の
要
請

を
受
け
て
実
施
し
た
も
の
で

あ
る
。

派
遣
期
間
は
７
月
12
～
15

日
の
３
日
間
で
あ
り
、
日
本

集
中
治
療
医
学
会
・
日
本
救

急
医
学
会
・
日
本
熱
傷
学
会

の
３
学
会
か
ら
推
薦
さ
れ
た

熱
傷
治
療
の
専
門
家
６
名

が
、
現
地
で
支
援
活
動
を
行

っ
た
。

ま
ず
、
石
井
正
三
常
任
理

事
は
、
本
支
援
活
動
の
経
緯

に
つ
い
て
、
「
重
症
度
の
高

い
患
者
が
多
い
」
「
日
本
か

ら
寄
贈
さ
れ
た
人
工
皮
膚
、

医
療
用
品
等
を
用
い
た
治
療

に
際
し
、
日
本
の
専
門
の
医

師
の
協
力
が
必
要
で
あ
る
」

と
の
理
由
か
ら
、
今
回
の
医

師
団
の
派
遣
に
至
っ
た
と
説

明
し
た
。

続
い
て
、
支
援
団
団
長
で

あ
る
松
田
直
之
日
本
集
中
治

療
医
学
会
／
名
古
屋
大
学
大

学
院
救
急
・
集
中
治
療
医
学

分
野
教
授
は
、
全
身
管
理
の

分
野
に
お
い
て
日
本
集
中
治

療
医
学
会
、
緊
急
性
及
び
熱

傷
に
関
し
て
日
本
救
急
医
学

会
、
熱
傷
創
の
管
理
の
長
期

に
わ
た
る
フ
ォ
ロ
ー
及
び
緊

急
時
の
フ
ォ
ロ
ー
と
し
て
日

本
熱
傷
学
会
の
３
学
会
が
日

医
の
下
に
結
集
し
た
と
説
明
。

現
地
で
は
、
５
つ
の
病
院

で
診
療
支
援
に
当
た
り
、
台

湾
衛
生
福
利
部
の
意
向
に
よ

り
、
主
に
80
％
以
上
の
熱
傷

面
積
の
患
者
に
つ
い
て
の
治

療
や
情
報
交
換
を
行
い
、
帰

国
後
も
、
各
自
が
個
々
の
病

院
で
接
触
し
た
医
師
や
医
療

従
事
者
と
メ
ー
ル
を
通
じ
て

情
報
共
有
を
し
て
い
る
と
し

た
。ま

た
、
衛
生
福
利
部
や
外

交
部
と
も
情
報
交
換
を
行

い
、
今
後
、
よ
り
一
層
の
医

療
協
力
体
制
を
深
め
て
い
く

こ
と
を
確
認
し
た
他
、
７
月

30
日
に
締
結
さ
れ
た
『
ｉ
Ｊ

Ｍ
Ａ
Ｔ
協
定
』
（
本
紙
第
１

２
９
６
号
既
報
）
に
つ
い
て

触
れ
、「
日
医
の
お
か
げ
で
、

こ
の
よ
う
な
活
動
が
今
後
も

広
く
普
及
で
き
る
よ
う
な
環

境
が
整
っ
た
こ
と
を
う
れ
し

く
思
う
」
と
述
べ
た
。

松
村
一
日
本
熱
傷
学
会
／

東
京
医
科
大
学
病
院
形
成
外

科
主
任
教
授
は
、
熱
傷
創
の

専
門
家
と
し
て
派
遣
さ
れ
た

医
師
と
し
て
、
特
に
熱
傷
に

よ
っ
て
壊
死
し
た
組
織
を
ど

の
よ
う
に
健
常
な
状
態
に
持

っ
て
い
く
か
に
関
し
て
、
台

湾
の
医
師
と
多
く
の
議
論
を

行
っ
た
と
報
告
。

ま
た
、
「
大
規
模
災
害
と

い
う
制
限
さ
れ
た
中
で
、
い

か
に
効
率
よ
く
多
く
の
患
者

を
診
る
か
と
い
う
こ
と
に
尽

力
し
た
」
と
述
べ
た
上
で
、

「
現
在
、
台
湾
の
患
者
の
熱

傷
創
は
良
好
な
状
態
に
あ
る

と
の
報
告
を
受
け
て
い
る
。

熱
傷
創
の
管
理
と
い
う
面
で

は
終
息
に
向
か
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
」
と
の
見
解
を

示
し
た
。

佐
々
木
淳
一
日
本
救
急
医

学
会
／
慶
應
大
学
医
学
部
救

急
医
学
講
師
は
、
遠
方
で
夜

間
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
発
災

後
３
時
間
で
５
０
０
人
余
り

の
重
傷
熱
傷
患
者
が
市
内
の

病
院
へ
分
散
搬
送
さ
れ
て
い

た
こ
と
、
ま
た
、
衛
生
福
利

部
が
全
て
の
患
者
の
状
況
を

随
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
な
が

ら
把
握
し
て
い
た
こ
と
等
、

学
ぶ
べ
き
と
こ
ろ
も
多
か
っ

た
と
振
り
返
る
と
と
も
に
、

今
回
の
経
験
を
活
か
し
て
、

熱
傷
医
療
、
災
害
医
療
に
、

よ
り
貢
献
し
て
い
き
た
い
と

述
べ
た
。

台湾粉塵爆発事故における
 「日本医師会 三学会合同熱傷診療支援医師団」
                                             の活動を報告

台湾粉塵爆発事故における
 「日本医師会 三学会合同熱傷診療支援医師団」
                                             の活動を報告

ふ ん じ んふ ん じ ん

セッションに参加する石井常任理事（左から2人目）

完成した新レイテ医師会館

左から石井常任理事、松田教授、松村教授、佐々木講師
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　日医では、本紙既報のとおり、毎年JAXA（国立研究開発法人宇
宙航空研究開発機構）との協定に基づき、津波災害などに備えた
防災訓練（衛星利用実証実験）を実施しておりますが、この度、横
倉義武会長が新設の「防災推進国民会議」議員に任命され、その
第1回目の会議（9月17日開催）に出席しました。
　「防災推進国民会議」とは、中央防災会議会長でもある内閣総理
大臣が開催するもので、各界各層の有識者で構成されています。同
会議の趣旨は「国民の防災に関する意識向上」にあり、その一つに
東日本大震災での津波被害を踏まえて制定された「津波防災の日」
（「稲むらの火」のモデルにもなった安政南海地震の発生した日に因
んで毎年11月5日とされている）の普及に向けた取り組みへの協力が
あります。
　本年度は、津波防災の意識向上と避難行動の定着を目指し、「ふ
なっしー」「くまモン」など著名なご当地キャラクター達をコアメンバーとする『津波防災ひろめ隊』に、
その普及啓発活動に協力をしてもらうことになり、日医でも協力していくことになりました。
　会員の先生方には、ぜひ、今回の趣旨にご賛同頂き、近日中に掲載予定の下記サイトよりポスタ
ーを印刷して、待合室等に掲示するなど、普及推進に向けたご協力をお願いいたします。

津波防災ひろめ隊サイト（動画等も掲載） http://tsunamibousai.jp/

日
本
医
師
・
従
業
員
国
民

年
金
基
金
の
平
成
27
年
度
第

１
回
理
事
会
並
び
に
代
議
員

会
が
９
月
17
日
に
開
催
さ

れ
、
（
１
）
平
成
26
年
度
業

務
報
告
、
（
２
）
平
成
26
年

度
経
理
決
算
、
（
３
）
そ
の

他

─
に
つ
い
て
審
議
を
行

い
、
承
認
さ
れ
た
。

加
入
員
に
は
経
理
決
算
等

内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
、
別

途
「
事
業
概
況
の
報
告
」
を

10
月
下
旬
に
送
付
す
る
予
定

で
あ
る
。
そ
の
際
に
加
入
紹

介
は
が
き
を
同
封
す
る
の
で
、

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
基
金
未

加
入
者
を
紹
介
頂
き
た
い
。

問
い
合
わ
せ
は
、
基
金
事

務
局
（

０
１
２
０
─

７
０

０
６
５
０
）
ま
で
。

基
金
理
事
会
・
代
議
員
会
の
開
催

平
成
26
年
度
業
務
報
告
・
経
理
決
算
を

承
認

「津波防災の日」普及啓発へのご協力のお願い 第
12
回
日
医
総
研
地
域
セ
ミ
ナ
ー

◆
テ
ー
マ
：「
病
院
・
診
療

所
・
医
師
会
館
等
建
設
発
注

の
た
め
の
建
設
セ
カ
ン
ド
オ

ピ
ニ
オ
ン
と
省
エ
ネ
対
策
・

コ
ス
ト
削
減
方
策
等
に
つ
い

て
」

◆
主
催
：
日
医
総
研

◆
日
時
：
11
月
28
日
（
土
）

午
後
１
時
～
４
時
30
分

◆
場
所
：
日
医
会
館
小
講
堂

◆
対
象
：
日
医
会
員
、
医
師

会
担
当
者
及
び
医
師
会
入
会

予
定
者
（
会
員
が
所
属
し
て

い
る
施
設
の
事
務
担
当
者
を

含
む
）

◆
定
員
：
１
０
０
名

◆
参
加
費
：
無
料

◆
申
込
方
法
：
日
医
総
研
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://www.

jmari.med.or.jp

）

よ
り

参
加
申
込
用
紙
を
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
し
、
氏
名
、
所
属
医
師

会
名
、
連
絡
先
住
所
、
電
話

番
号
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
、
所
属

機
関
名
（
役
職
）
を
記
入
の

上
、
日
医
総
研
宛
て
に
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
申
し
込
む
こ
と
。

受
講
者
に
は
、
「
参
加
証
」

を
10
月
中
旬
以
降
に
、
順
次

発
送
予
定
。

◆
申
込
締
切
：
11
月
19
日

（
木
）
。
た
だ
し
、
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
る
。

◆
主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
：

・
第
一
講
演
「
医
療
機
関
等

建
築
発
注
者
の
た
め
の
建
設

セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
入
門
」

・
第
二
講
演
「
建
築
物
の
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
準
の
改
正
等

に
つ
い
て
」

・
第
三
講
演
「
設
計
か
ら
建

設
発
注
ま
で
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ

イ
ン
ト
」
と
「
一
般
社
団
法

人
建
設
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ

ン
医
療
機
構
」
の
提
供
体

制
・
方
法
に
つ
い
て

・
質
疑
応
答
「
講
演
及
び
今

後
の
建
設
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ

オ
ン
活
用
に
つ
い
て
」

◆
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

先
：
日
医
総
研
地
域
セ
ミ
ナ

ー
担
当
（
畑
仲
）

〔

03
─

３
９
４
２
─

６
４
７

２
（
直
）
、

03
─

３
９
４
６

─

２
１
３
８
〕

医師年金 検  索

医師年金
─ご加入のおすすめ─日本医師会
医師年金は、日本医師会が運営する医師専用の
私的年金です。
日本医師会員で満64歳6カ月未満の方が加入でき
ます（申し込みは64歳3カ月までにお願いします） 。

受取年金額のシミュレーションが
できます！

医師年金
ホームページ

で

ご加入時の

【シミュレーション方法】
トップページから「シミュレーション」に入
り、ご希望の受取額や保険料、生年月日を
入力すると、年金プランが表示されます。
【仮申込み方法】
「マイページ」に登録すると、ネット上で
医師年金の仮申し込みが可能となります。

http://www.med.or.jp/nenkin/

お問い合わせ・資料請求：日本医師会 年金・税制課          03─3942─6487（直）（平日 9 時半～ 17 時）
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京都府
伏見医報
第653号より

秋
の
運
動
会

羽
場
　
哲
法

福岡県
北九州市医報
第690号より

私
の
昼
休
み

田
中
　
　
裕

北海道
旭医だより
vol.135号より

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
繋つ

な

が
る
家
族

の
輪（
？
）

中
島
　
康
雄

最
近
、
涼
し
く
な
り
秋
の

季
節
感
を
感
じ
る
今
日
こ
の

頃
で
あ
る
。
こ
の
時
期
、
小

児
科
の
外
来
を
し
て
い
る

と
、
「
週
末
は
運
動
会
な
ん

で
す
け
ど
…
…
」
と
風
邪
を

ひ
い
て
外
来
に
駆
け
込
ま
れ

る
方
も
少
な
く
な
い
。
学
校

保
健
法
で
出
席
停
止
と
な
っ

て
い
る
疾
患
は
別
と
し
て
、

同
じ
年
頃
の
子
を
持
つ
親
と

し
て
は
で
き
る
だ
け
参
加
さ

せ
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
て
い

る
と
、
少
し
ム
ン
テ
ラ
が
甘

く
な
っ
て
い
る
自
分
に
気
付

い
た
り
す
る
。

私
に
も
小
学
校
１
年
生
の

長
男
と
年
少
の
双
子
が
い
る

が
、
幼
稚
園
で
は
今
年
か
ら
、

運
動
会
や
作
品
展
な
ど
が
全

て
土
曜
日
に
な
り
、
ほ
ぼ
参

加
で
き
な
く
な
っ
た
。
残
念

で
あ
る
。

長
男
の
小
学
校
イ
ベ
ン
ト

は
日
曜
日
に
あ
る
の
で
、
最

近
、
運
動
会
に
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
運
動
会
の
当

日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
小
学

校
の
校
門
前
に
は
で
き
る
だ

け
い
い
場
所
を
取
ろ
う
と
す

る
家
族
で
長
蛇
の
列
で
あ
っ

た
。
年
少
の
双
子
は
並
ぶ
の

に
耐
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
と

嫁
が
先
に
並
ぶ
も
、
私
が
双

子
を
連
れ
て
行
っ
た
時
に
案

内
さ
れ
た
の
は
、
テ
ン
ト
が

な
い
、
少
し
運
動
場
か
ら
離

れ
た
場
所
で
あ
っ
た
。
観
覧

す
る
の
に
は
少
し
難
し
そ
う

で
あ
る
。

気
を
取
り
直
し
て
、
ビ
デ

オ
カ
メ
ラ
、
カ
メ
ラ
片
手
に

お
友
達
の
席
に
も
お
邪
魔
を

さ
せ
て
頂
き
な
が
ら
観
覧
を

楽
し
ん
だ
。
選
手
宣
誓
に
始

ま
り
、
暑
い
中
来
て
頂
い
た

高
校
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
が

妖
怪
ウ
ォ
ッ
チ
の
曲
な
ど
軽

快
な
リ
ズ
ム
を
奏
で
て
、
盛

り
上
げ
て
く
れ
た
。
応
援
合

戦
も
子
ど
も
達
な
り
に
色
別

に
応
援
の
仕
方
を
微
妙
に
ア

レ
ン
ジ
し
て
変
え
、
工
夫
が

み
ら
れ
た
。

昔
、
長
男
が
幼
稚
園
の
親

子
競
技
の
途
中
に
恥
ず
か
し

さ
の
あ
ま
り
、
運
動
場
の
真

ん
中
で
フ
リ
ー
ズ
し
て
し
ま

っ
た
苦
い
思
い
出
が
よ
ぎ
っ

た
が
、
今
回
は
徒
競
走
、
踊

る
ポ
ン
ポ
コ
リ
ン
の
ダ
ン
ス

と
、
楽
し
そ
う
に
参
加
で
き

て
い
た
。

綱
引
き
で
は
、
子
ど
も
優

勝
チ
ー
ム
と
保
護
者
チ
ー
ム

の
対
決
が
あ
り
、
思
わ
ず
保

護
者
チ
ー
ム
に
参
加
し
た
。

最
初
、
保
護
者
チ
ー
ム
は
先

生
の
「
大
人
は
片
手
だ
け
に

し
て
下
さ
ー
い
」
の
指
示
に

遠
慮
が
ち
に
引
い
て
い
た

が
、
「
そ
ろ
そ
ろ
あ
の
子
達

に
世
間
の
厳
し
さ
を
教
え
て

や
っ
て
下
さ
ー
い
！

」
と
声

が
掛
か
り
、
引
っ
張
ろ
う
と

し
た
瞬
間
に
笛
が
鳴
り
、
子

ど
も
達
の
勝
利
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
何
と
も
先
生
方
の

盛
り
上
げ
方
が
絶
妙
の
綱
引

き
で
あ
っ
た
。

２
０
１
３
年
の
秋
、
青
空

が
あ
ま
り
に
美
し
か
っ
た
の

で
、
昼
休
み
に
診
療
所
の
近

く
の
遊
歩
道
に
散
歩
に
出
か

け
た
。
歩
い
て
15
分
の
所
に

あ
る
貯
水
池
だ
。
池
の
周
り

に
遊
歩
道
が
あ
り
、
樹
木
の

生
い
茂
っ
た
場
所
も
あ
る
。

そ
こ
は
、
野
鳥
の
鳴
き
声
で

い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。

数
分
歩
い
た
時
、
前
方
の

小
枝
に
小
鳥
が
止
ま
っ
て
い

た
。
特
徴
の
あ
る
頭
、
カ
ワ

セ
ミ
だ
。
更
に
歩
い
て
行
く

と
、
歩
く
先
に
、
次
々
と
小

鳥
達
が
姿
を
現
し
、
近
付
く

と
、
ヒ
ョ
イ
と
樹
木
の
中
に

身
を
移
す
。
ヤ
マ
バ
ト
ま
で

出
て
き
た
。
し
ば
ら
く
ウ
ロ

ウ
ロ
し
た
か
っ
た
が
、
午
後

の
診
療
が
あ
る
の
で
、
そ
の

日
は
帰
っ
た
。

う
ち
の
患
者
さ
ん
の
中

に
、
こ
の
遊
歩
道
で
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
し
て
い
る
人
が
結

構
い
た
。
カ
ワ
セ
ミ
の
こ
と

を
問
う
と
、
「
い
る
よ
」
と

い
う
返
事
だ
っ
た
。
ま
た
、

「
あ
そ
こ
の
鳥
は
、
あ
ん
ま

り
逃
げ
ん
ね
」
と
言
う
人
も

い
た
。

そ
の
後
、
こ
の
貯
水
池
通

い
が
病
み
つ
き
に
な
っ
た
。

午
前
の
診
療
が
終
わ
る
と
昼

食
も
と
ら
ず
に
池
に
向
か
っ

た
。雨

の
日
も
、
傘
を
差
し
て

通
っ
た
。
セ
キ
レ
イ
が
、
ウ

グ
イ
ス
が
、
私
を
迎
え
て
く

れ
た
。
お
出
迎
え
の
中
に
、

夕
張
メ
ロ
ン
色
、
オ
レ
ン
ジ

色
の
胴
体
の
小
鳥
が
い
た
。

ヤ
マ
ガ
ラ
だ
っ
た
。
こ
の
鳥

は
、
と
り
わ
け
人
懐
こ
か
っ

た
。
よ
く
私
の
期
待
に
応
え

て
姿
を
見
せ
て
く
れ
た
。

通
い
始
め
の
頃
は
、
入
口

近
く
の
、
見
通
し
の
よ
い
広

場
で
送
迎
し
て
く
れ
た
。
し

ば
ら
く
通
う
と
、
樹
林
の
中

で
も
姿
を
現
す
よ
う
に
な
っ

た
。
柵
の
上
に
チ
ョ
コ
ン
と

止
ま
っ
て
、
近
付
く
と
、
近

く
の
木
に
ヒ
ョ
イ
と
身
を
移

し
た
。
更
に
通
う
と
、
頭
上

の
木
の
枝
で
は
あ
っ
た
が
逃

げ
な
く
な
っ
た
。

し
か
し
、
楽
し
い
日
々
が

終
わ
る
日
が
来
た
。
い
つ
も

の
場
所
に
近
付
く
と
、
ヤ
マ

ガ
ラ
は
柵
の
上
に
止
ま
っ
て

待
っ
て
い
た
。
い
つ
も
の
よ

う
に
歩
を
進
め
た
。
だ
が
、

そ
の
日
は
ヤ
マ
ガ
ラ
は
移
動

し
な
か
っ
た
。
２
メ
ー
ト
ル

も
離
れ
て
い
な
い
柵
の
上
に

止
ま
っ
て
、
私
を
じ
っ
と
見

た
ま
ま
だ
。
私
は
、
歩
み
を

止
め
ず
に
傍
を
通
り
抜
け
、

後
ず
さ
り
で
歩
を
進
め
た
。

折
り
返
し
点
ま
で
行
っ
て

の
帰
り
道
、
さ
っ
き
の
場
所

に
戻
っ
て
き
た
。
ヤ
マ
ガ
ラ

が
い
な
い
。
「
な
ん
だ
、
お

見
送
り
は
な
し
か
よ
ー
」
と

内
心
が
っ
か
り
し
な
が
ら
、

私
は
頭
上
を
き
ょ
ろ
き
ょ
ろ

見
て
い
た
。
い
つ
の
間
に
か
、

柵
の
そ
ば
に
立
っ
て
い
た
。

ふ
と
、
下
を
見
た
。
ヤ
マ
ガ

ラ
は
、
柵
に
止
ま
っ
て
い
た
。

思
い
も
掛
け
な
い
ヤ
マ
ガ
ラ

の
近
さ
に
、
私
は
び
っ
く
り

し
た
。
「
わ
あ
っ

」
と
声

ま
で
出
し
て
し
ま
っ
た
。
ヤ

マ
ガ
ラ
も
び
っ
く
り
し
て
、

パ
ニ
ッ
ク
状
態
で
飛
ん
で
い

っ
た
。
終
わ
っ
た
。
そ
の
後

も
通
っ
た
が
、
し
ば
ら
く
怒

っ
た
よ
う
な
鳴
き
声
は
聞
こ

え
た
が
、
ヤ
マ
ガ
ラ
は
二
度

と
姿
は
見
せ
な
か
っ
た
。

春
が
来
た
。
遊
歩
道
の
桜

は
美
し
い
。
若
葉
も
美
し
い

が
、
木
洩
れ
日
、
池
面
か
ら

の
反
射
光
も
加
わ
り
更
に
美

し
い
。
夏
は
暑
さ
も
あ
り
、

行
っ
て
い
な
い
。

ま
た
、
秋
が
来
た
。
お
昼

休
み
の
散
歩
を
再
開
し
た
。

紅
葉
が
き
れ
い
だ
。
島
の
鳴

き
声
は
す
る
が
、
姿
は
見
え

な
い
。
通
う
う
ち
に
ち
ら
ほ

ら
鳥
が
姿
を
見
せ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

遊
歩
道
の
帰
り
口
間
際
、

鳥
が
目
の
前
を
横
切
っ
た
。

頭
上
を
見
上
げ
る
と
、
２
羽
、

枝
に
止
ま
っ
て
い
た
。
１
羽

の
姿
は
は
っ
き
り
見
え
た
。

夕
張
メ
ロ
ン
色
の
胴
体
を
し

た
ヤ
マ
ガ
ラ
だ
。
体
は
ス
リ

ム
で
小
ぶ
り
だ
。
昨
年
、
枯

葉
の
中
で
ゴ
ソ
ゴ
ソ
し
て
い

る
子
ど
も
の
ヤ
マ
ガ
ラ
を
確

認
し
て
い
た
。
た
ぶ
ん
２
世

だ
。
私
は
、
後
ろ
歩
き
で
遊

歩
道
を
後
に
し
た
が
、
ヤ
マ

ガ
ラ
は
そ
の
姿
が
見
え
な
く

な
る
ま
で
樹
上
に
い
た
。
帰

り
道
、
私
は
う
れ
し
く
て
う

れ
し
く
て
た
ま
ら
な
か
っ
た
。

「
帽
子
の
上
に
チ
ョ
コ

ン
」。
親
鳥
と
は
叶
わ
な
か

っ
た
が
、
こ
の
若
い
ヤ
マ
ガ

ラ
と
は
実
現
し
た
い
と
夢
見

て
い
る
、
還
暦
間
近
の
私
で

あ
る
。	

（
一
部
省
略
）

皆
さ
ん
の
携
帯
は
ス
マ
ホ

で
す
か
？　

ガ
ラ
ケ
ー
で
す

か
？今

や
少
数
派
と
な
っ
た
ガ

ラ
ケ
ー
だ
が
、
私
も
先
月
ま

で
は
ガ
ラ
ケ
ー
だ
っ
た
。
い

や
、
正
確
に
言
え
ば
今
も
ガ

ラ
ケ
ー
は
持
っ
て
い
る
。

会
議
な
ど
で
予
定
を
入
れ

た
り
、
確
認
し
た
り
す
る
時

に
、
周
り
の
諸
兄
の
ほ
と
ん

ど
が
ス
マ
ホ
を
手
に
取
り
巧

み
な
指
さ
ば
き
で
使
い
こ
な

し
て
い
る
の
を
横
目
で
見
な

が
ら
、
手
帳
を
取
り
出
し
ボ

ー
ル
ペ
ン
で
書
き
込
ん
で
い

る
自
分
に
、
何
と
な
く
後
ろ

め
た
さ
を
感
じ
て
い
た
。
家

族
で
一
緒
に
い
る
時
に
、
ガ

ラ
ケ
ー
を
取
り
出
し
メ
ー
ル

を
打
っ
て
い
る
と
、
冷
や
や

か
な
視
線
を
感
じ
た
の
は
、

私
の
思
い
過
ご
し
だ
ろ
う

か
。家

族
で
私
以
外
は
皆
ス
マ

ホ
で
あ
る
。
子
ど
も
達
の
メ

ー
ル
を
打
つ
速
さ
に
は
、
た

だ
た
だ
目
を
見
張
る
ば
か
り

で
、
動
画
を
見
た
り
音
楽
を

聞
い
た
り
、
彼
ら
に
と
っ
て

は
ま
る
で
体
の
一
部
の
よ
う

に
使
い
こ
な
し
て
い
る
様
子

に
、
ま
あ
と
て
も
自
分
に
は

無
理
と
尻
込
み
し
て
い
た
。

昨
年
３
月
、
進
学
を
き
っ

か
け
に
子
ど
も
達
は
全
員
旭

川
を
離
れ
た
。
カ
ミ
さ
ん
は

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
使
っ
て
、
遠
方

の
子
ど
も
達
や
友
人
と
自
由

に
や
り
取
り
し
て
い
る
。
何

と
な
く
お
父
さ
ん
だ
け
が
浮

い
て
い
る
よ
う
な
、
仲
間
外

れ
に
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し

て
い
た
。

７
月
に
子
ど
も
の
１
人
が

留
学
で
渡
米
す
る
こ
と
が
決

ま
り
、
こ
れ
を
機
に
思
い
切

っ
て
ス
マ
ホ
を
持
と
う
と
決

心
し
た
。
留
学
直
前
、
上
京

し
た
際
に
子
ど
も
達
が
一
堂

に
会
し
た
席
で
ス
マ
ホ
を
見

せ
た
。
皆
一
様
に
驚
き
の
目

で
私
を
見
つ
め
、
早
速
取
り

上
げ
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
い
じ
り

始
め
た
。
あ
っ
と
い
う
間
に

待
ち
受
け
画
面
が
子
ど
も
達

が
選
ん
だ
壁
紙
（
ポ
ー
ル
・

マ
ッ
カ
ー
ト
ニ
ー
）
に
変
わ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
子
ど
も
達

と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
繋
が
っ
た
。

オ
ヤ
ジ
が
気
に
入
り
そ
う
な

ゲ
ー
ム
や
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
ス

タ
ン
プ
ま
で
イ
ン
ス
ト
ー
ル

さ
れ
た
。
操
作
を
教
え
て
も

ら
い
な
が
ら
、
こ
れ
で
仲
間

に
入
れ
て
も
ら
っ
た
よ
う
な

ホ
ッ
と
し
た
安
堵
感
を
覚
え

た
。
早
速
、
慣
れ
な
い
手
つ

き
で
子
ど
も
達
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

で
の
や
り
と
り
を
始
め
た
。

時
間
は
か
か
る
が
絵
文
字
や

ス
タ
ン
プ
を
入
れ
な
が
ら
、

オ
ヤ
ジ
だ
っ
て
頑
張
っ
て
る

ん
だ
ぞ
っ
て
い
う
と
こ
ろ
を

見
せ
つ
け
よ
う
と
、
結
構
必

死
で
あ
る
。

夏
休
み
で
息
子
が
フ
ィ
リ

ピ
ン
に
、
１
人
の
娘
は
九
州

に
、
も
う
１
人
は
米
国
に
、

カ
ミ
さ
ん
は
出
張
で
富
山
に

と
全
員
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ

て
い
た
時
に
、
思
い
立
っ
て

家
族
５
人
の
友
だ
ち
ト
ー
ク

を
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
送
っ
て
み

た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
息
子
は

獰ど
う

猛も
う

な
蚊
と
戦
っ
て
い
る
こ

と
、
米
国
の
娘
は
時
差
ボ
ケ

が
な
く
な
っ
た
こ
と
、
九
州

の
娘
は
自
動
車
免
許
を
取
得

し
た
こ
と
、
カ
ミ
さ
ん
は
富

山
で
猛
暑
に
悲
鳴
を
上
げ
て

い
る
様
子
が
写
真
付
き
で
交

わ
さ
れ
た
。

バ
ラ
バ
ラ
に
散
っ
て
い
る

家
族
（
し
か
も
５
人
の
う
ち

２
人
は
外
国
）
が
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
で
繋
が
り
、
あ
た
か
も
一

緒
に
い
る
よ
う
に
会
話
し
て

い
る
の
だ
。
不
思
議
な
体
験

だ
っ
た
。

や
ば
い
な
あ
、
私
も
Ｉ
Ｔ

時
代
に
流
さ
れ
つ
つ
あ
る
の

か
な
あ
、
な
ん
て
危
機
感
を

抱
き
な
が
ら
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
も

ま
ん
ざ
ら
で
も
な
い
と
感
じ

て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
あ

る
。
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大
雨
被
害
の

  

避
難
者
支
援
の
た
め

   

ポ
ケ
ッ
ト
ガ
イ
ド
を
提
供

アルコール飲料は、古来より祝祭や会食など多

くの場面で飲まれ、生活・文化の一部として親

しまれています。

しかしながら短時間内の多量飲酒による急性ア

ルコール中毒は、死亡の原因となることがあり

ます。節度ある適度な飲酒を楽しみましょう。
先端から立ち上る「副流煙」は本人が吸う「主流煙」

と比較して有害物質が多い事がわかっています。この

「副流煙」を自分の意思とは無関係に吸いこんでしま

う事を「受動喫煙」と呼んでいます。この「受動喫煙」

でも肺癌、心臓病の危険度は高まります。（図1）たば

この健康被害は吸う人だけの問題ではありません。

生
活
習
慣
病（
ア
ル
コ
ー
ル
）

生
活
習
慣
病（
高
血
圧
・
心
疾
患
）

危
険
な「
受
動
喫
煙
」

生活習慣病（アルコール）

●お酒の上手な飲み方とは？

慢性影響による臓器障害（肝疾患・脳卒中・がん等）

多くの疾患がアルコールと関連しています

適量でね！

節度ある適度な飲酒 1日平均 純アルコールで約20g程度
高血圧は自覚症状がないまま血管を蝕

む恐ろしい病気です。原因は、遺伝や生

活習慣にあると考えられています。日本

人は高血圧になる人が多いので、日頃か

ら生活習慣に注意して予防しましょう。

生活習慣病（高血圧・心疾患）
危険な「受動喫煙」

心の病気 ５つのチェック

●たばこの有害物質は「副流煙」により多く含まれています

●見えないからこそ、ご用心。チェックでわかる、

　ココロの疲れ。

妊娠中の喫煙が早産や流産、死産などの原因となることは広く知られて

います。喫煙する母親の赤ちゃんは、吸わない母親から生まれた赤ちゃん

に比べて、生まれたときの身長・体重が劣っています。（図２）  

この赤ちゃんは、生後の発育遅れや気管支喘息などの病気にかかりやす

くなるほか、乳幼児突然死症候群の危険度が 5 倍近くにもなるとの研究

報告もあります。  

母親が吸わなくても、近くに喫煙者がいれば、胎内の赤ちゃんは「受動喫

煙」の影響を受けることになります。日本医師会では、あらゆる受動喫煙

から非喫煙者を守る活動を続けていきます。  

●たばこは胎児や乳幼児にも大きく影響します

受動喫煙と病気の関係

肺がん 死亡率 1.19倍

狭心症
心筋梗塞 死亡率 1.25倍

自分にあった量と上手な飲み方で

お酒を楽しみましょう。

ロースハム
うす切り1枚（20g）

約0.6g

焼き豚
1切れ（25g）

約0.6g

食パン
1枚（60g）

約0.8g

梅干し
1個（10g）

約2g

しらす（半乾燥）
大さじ山盛り（10g）

約0.6g

人に無理強いせず
自分の適量を

濃いアルコール
飲料は薄める

お酒の種類
ビール

（中瓶1本500㎖）
清酒

（1合180㎖）
ウイスキー・
ブランデー

（ダブル60㎖）
焼酎（35度）

（1合180㎖）
ワイン

（1杯120㎖）

アルコール度数

純アルコール量

5%
20g

15%
22g

43%
20g

35%
50g

12%
12g

食べながら
飲む習慣を

薬と一緒に
飲まない

ゆっくり味わう
気持ちが大切

お酒を飲まない日

（休肝日）をつくる

チェック［1］

□ぐっすり眠れない。

これらの症状がある場合、心の病気の可能性があります。

早めにかかりつけ医に相談しましょう。

参考：富士市医師会・静岡県精神保健福祉センター

チェック［4］

□以前と比べて
　やる気がでない、

　気分が落ち込む。

偏った
食生活

運動
不足不規則な

睡眠

規則正しい
睡眠

お酒の
適量を
守る

タバコを
控える

暖かいところから急

に寒いところへ行く

と、血圧が急激に上

がります。

タバコは急激に

血管を収縮させ

てしま い、血 液

の流れが悪くな

ります。 
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喫煙が赤ちゃんに与える影響

図２母親の喫煙と赤ちゃんの身長・体重との関係

出展/厚生労働省2002年

身
長

体
重

男児
女児
男児
女児

非喫煙妊婦
1日11本以上
喫煙する妊婦

49.3cm
48.8cm
3.10kg
3.02kg

48.4cm
48.2cm
2.97kg
2.90kg

先端から立ち上る「副流煙」は本人が吸う「主流煙」

と比較して有害物質が多い
事がわかっています。この

「副流煙」を自分の意思とは無関係に吸いこんでしま

う事を「受動喫煙」と呼んでいます。この「受動喫煙」

でも肺癌、心臓病の危険度は高まります。（図1）たば

この健康被害は吸う人だけの問題ではありません。

妊婦が風疹に感染
すると、胎児に発

達遅滞等を

伴う先天性風疹症
候群が発症するこ

とがあり、特

に注意が必要です
。風疹ワクチンの

定期接種の

対象でなかった、
20～ 40代成人

男性を中心に

流行しやすいため
、身近に妊婦がい

る方は、予防

接種歴を確認し任
意接種をおすすめ

します。

身
近
で
で
き
る
感
染
予
防
法

注
意
し
て
欲
し
い
感
染
症

生
活
習
慣
病（
高
血
圧
・
心
疾
患
）

注意して欲しい感
染症

●風疹

高血圧は自覚症状がないまま血管を蝕

む恐ろしい病気です。原因は、遺伝や生

活習慣にあると考えられています。日本

人は高血圧になる人が多いので、日頃か

ら生活習慣に注意して予防しましょう。

生活習慣病（高血
圧・心疾患）

●予防法

危険な「受動喫煙
」

●たばこの有害物
質は「副流煙」によ

り多く含まれてい
ます

妊娠中の喫煙が早産や流産、死
産などの原因となることは広く知られて

います。喫煙する母親の赤ちゃんは、吸わない母親から生まれた赤ちゃん

に比べて、生まれたときの身長・体重が劣
っています。（図２

）  

この赤ちゃんは、生後の発育遅れや気管支喘息などの病気にかかりやす

くなるほか、乳幼児突然死症
候群の危険度が 5

倍近くにもなるとの研究

報告もあります。  

母親が吸わなくても、近くに喫煙者がいれば、胎内の赤ちゃんは「受動喫

煙」の影響を受けることになります。日本医師会では、あらゆる受動喫煙

から非喫煙者を守る活動を続けていきます。  

●たばこは胎児や
乳幼児にも大きく

影響します

受動喫煙と病気の
関係

肺がん 死亡率 1.19倍

狭心症
心筋梗塞

死亡率 1.25倍

●加工食品に含ま
れる塩分

塩ます
1切れ（80g）
約4.6g

バター
大さじ1（13g）
約0.2g

プロセスチーズ
1切れ（20g）
約0.6g

ロースハム
うす切り1枚（20g）

約0.6g

焼き豚
1切れ（25g）
約0.6g

食パン
1枚（60g）
約0.8g

焼きちくわ
1本（100g）
約2.4g

梅干し
1個（10g）
約2g

しらす（半乾燥）
大さじ山盛り（10g）

約0.6g

3. 指先と爪

6. 手首

口、鼻をティッシュなどを用いて覆い、使用後は捨てましょ

う。ハンカチなどを使う場合は他の人と共用せず、唾液や

鼻水が手についた場合は流水下で石鹸を用いて洗いましょ

う。マスクを着用することで周りの人への感染を防げます。

感染した人の咳、くしゃみなどを受けることにより感染しま

す。春の流行が多いですが、秋から冬にかけて流行するこ

ともあります。感染経路
（発生時期）

有効な治療薬はありませんので、安静が第一です。

早めにかかりつけ医に診てもらいましょう。
治療

うがいや手洗いなどの一般的な予防法やワクチンの接種

が有効です。現在は１歳、小学校入学前を対象に定期接種

が行われていますが、任意接種でも受けられます。
予防法

流行期に発疹が出た場合は、かかりつけ医に受診しましょ

う。風疹にかかったら、咳を介して感染を広めないように、

外出を控えて、必要に応じてマスクをしましょう。
感染拡大
防止法

発熱と全身に発疹が現れます。耳の後ろや首にリンパ節の

腫れができて、痛みを伴うこともあります。

３～５日で治るため三日はしかとも呼ばれています。
症状

定期接種、任意接種によりさまざまな病気を予防できま

す。予防接種を受けることで空気感染するウイルス予防に

も有効で、もし、感染した場合でも症状が軽くなります。

吐物の掃除は、感染の可能性があるため、ゴム手袋を（でき

ればマスク、ゴーグルなども）着用し、ペーパータオルや使

い古した布で拭きとります。拭き取ったものはビニール袋に

二重に入れて密封して破棄します。吐物の処理後に便や吐

物の付着していた箇所は市販の塩素系漂白剤を薄めたも

ので拭き消毒します。処理後には、流水で手を洗いましょう。
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タバコを
控える
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と、血圧が急激に上

がります。
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元気に歩き続ける
ための歩き方

元気に歩き続ける
ためのストレッチ

狭い空間の中で、
長時間同じ姿勢で

座っていると、足の
静脈に血の塊が

でき、血管が詰ま
ることでさまざま

な不調を引き起こ
します。

仮設住宅や避難所
でも発症しやすく

、高齢者や中高年
の女性、妊婦や産

後の女性は特に注
意が必要です。ま

た、血中のコレステ
ロール値が高く

血液の粘性が高い
肥満や脂質異常症

の人も注意が必要
です。

お尻の側面を伸
ばして、側臀

部の柔軟性を高め
ます。

（1）脚を腰幅に
開いて立ち、

膝は軽く曲げる。

（2）お尻を斜め
後ろに突き出

してお尻の側面を
伸ばす。

（3）逆も同様に行
う。

左右の足の間隔（
歩隔）を５センチほ

どとって歩きます
。

そうすると、重心が
足の親指側、ちょう

ど下駄やぞうりの
鼻緒の位置あ

たりに乗るので、バ
ランスが良く安定

したウォーキング
ができます。

ストレッチは、歩く
ために必要な関節

可動域の確保や、

筋肉や腱の弾力性
を向上させます。

ぜひ、生活習慣に
取り入れましょう。

太ももの後ろ、股
関節前面の柔軟性

を改善して腰痛を
防ぎます。

（1）側面にイスな
どを置いてバラン

スをとりながら脚
を前後に開く。

（2）上体をやや前
に倒し、腰を前に

移動して息を吐き
ながら股関節の

前面を伸ばす。

（3）腰を後ろに引
き、前脚のつま先

を立て、膝を伸ば
す。余裕があれ

ば、息を吐きなが
らゆっくり上体を前

に倒す。

動
か
な
い
こ
と
で
起
こ
る
体
の
不
調

元
気
に
歩
き
続
け
る
た
め
の
歩
き
方

可能な限り【寝た状態】を存続させないようにし、座位時間を

増やしたり、ベッド上で上肢や下肢を動かしましょう。人との

かかわりが薄れると精神機能も低下するので、言葉をよくか

け、会話をするようにしましょう。 

動かないことで起
こる体の不調

●【エコノミークラス症候群】とは

①左右の足の間隔（歩隔）をとって歩く

②腕振りと足の運びを合わせて歩く

歩隔を
とった
歩き方

右腕の前からの振り下ろしと

左脚の着地を合わせるA

歩隔
5cm程度

※反対側も同様に

右腕の後ろからの振り戻しと

右脚の着地を合わせるB
※反対側も同様に

重心

右腕

左脚
右脚

ベッドで長期に安
静にしたり、家でこ

もりきりになること
で、活動性が低

下し、筋肉が衰えた
り、関節の動きが

悪くなる状態をさ
します。

病気になれば、安
静にして、寝ている

ことが自然ですが
、長く続くと廃用

症候群を引き起こ
してしまいます。

●【廃用症候群】とは

●太ももから下のむくみや腫れ、痛みなど。

重症の場合は注射
や手術などの治療

が必要になります
。

症　状

●こまめな水分摂取

1 時間おきにコッ
プ半分くらいの水

を飲むと良いです
。

●運動（歩くなど）
数時間おきに軽く

歩いたり、足の屈
伸をするのも効果

的です。
予防法

1 本線歩行
（モデル歩き）

お尻突き出し

脚前後

実用新案登録製品
3160579

日本医師会
Japan Medical Association

元
気
の
素

元
気
の
素

元
気
の
素

毎
日
の
コ
コ
ロ
と
身
体
の
ケ
ア

ポケット版

Vol.

3

基本が大切。

いつ
も

イキ
イキ
！

重心

右腕

（1）

書
籍
紹
介

な
ぜ
エ
ラ
ー
が
医
療

事
故
を
減
ら
す
の
か

ロ
ー
ラ
ン
・
ド
ゴ
ー
ス
　
著

入
江
芙
美
　
他
　
訳

厚
生
労
働
省
の
罪
と

功

有
吉
俊
一
　
著

医
療
ス
タ
ッ
フ
の
た
め
の

現
代
カ
ル
テ
用
語

吉
田
彌
太
郎
　
著

本
書
の
著
者
は
、
医
療
安

全
分
野
の
国
際
的
権
威
に
し

て
、
現
役
の
臨
床
医
で
も
あ

る
フ
ラ
ン
ス
人
で
あ
る
。

原
書
の
タ
イ
ト
ル
を
直
訳

す
る
と
「
エ
ラ
ー
称
賛
」
と

な
る
。
医
療
と
い
う
複
雑
な

「
複
合
シ
ス
テ
ム
」
に
お
い

て
は
、
エ
ラ
ー
は
必
ず
し
も

マ
イ
ナ
ス
の
結
果
を
も
た
ら

す
も
の
で
は
な
く
、
エ
ラ
ー

が
あ
る
か
ら
こ
そ
進
化
が
あ

り
、
シ
ス
テ
ム
を
維
持
す
る

鍵
と
な
る
。
そ
の
具
体
的
な

方
法
や
事
例
が
、
全
５
章
に

わ
た
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
後
半
に
は
訳
者
に

よ
る
「
解
題
」
と
し
て
、
日

本
で
の
取
り
組
み
も
併
せ
て

紹
介
さ
れ
て
お
り
、
大
変
興

味
深
い
。

昨
今
、
医
療
費
・
介
護
費

の
予
算
は
削
減
さ
れ
続
け
て

お
り
、
厚
生
労
働
省
も
国
の

方
針
に
基
づ
い
て
、
入
院
施

設
の
削
減
、
在
宅
医
療
へ
の

転
換
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
施

策
を
打
ち
出
し
て
き
て
い

る
。こ

の
よ
う
な
状
況
が
続
け

ば
、
本
当
に
必
要
と
す
る
人

が
、
必
要
な
医
療
や
介
護
を

受
け
ら
れ
な
く
な
る
と
現
状

を
憂
う
著
者
が
、
現
役
の
病

院
長
の
視
点
か
ら
医
療
と
介

護
の
現
実
と
問
題
点
を
分
か

り
や
す
く
解
説
し
て
い
る
。

本
書
は
全
７
章
か
ら
な

り
、
第
５
章
で
は
、
今
後
ま

す
ま
す
医
療
・
介
護
・
予
防

の
分
野
で
頼
れ
る
「
か
か
り

つ
け
医
」
を
探
す
必
要
性
が

高
ま
る
と
し
て
、
「
か
か
り

つ
け
医
」
を
選
ぶ
ポ
イ
ン
ト

な
ど
に
も
言
及
。
医
療
関
係

者
ば
か
り
で
な
く
、
国
民
に

も
医
療
を
取
り
巻
く
現
状
を

知
っ
て
も
ら
う
上
で
、
大
変

役
立
つ
一
冊
と
な
っ
て
い
る
。

定
価　

１
２
９
６
円（
税
込
）

発
行　

現
代
書
林
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─

３
２
０
５
─

８
３
８
４

学
校
医
を
や
っ
て
い
て
、

実
感
す
る
こ
と
は
、
私
達
の

子
ど
も
の
頃
よ
り
生
徒
数
が

減
少
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

先
日
、
高
校
の
同
窓
会
（
私

は
県
立
高
校
の
出
身
）
で
、

ク
ラ
ス
の
数
が
私
達
が
在
校

し
て
い
た
頃
の
半
分
に
な
っ

て
い
る
こ
と
を
聞
き
驚
き
ま

し
た
。

夏
の
甲
子
園
出
場
校
が
決

ま
り
、
新
聞
に
選
手
の
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
が
紹
介
さ
れ
て
い

る
の
を
見
ま
し
た
が
、
何
と

県
出
身
の
選
手
が
１

名
し
か
い
ま
せ
ん
。

新
聞
に
は
、
県
代

表
校
が
決
定
し
た
と

書
か
れ
て
い
ま
す
。
確
か
に

県
内
の
高
校
の
代
表
に
は
間

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

進
学
校
に
全
国
か
ら
生
徒

が
集
ま
る
よ
う
に
、
ス
ポ
ー

ツ
に
力
を
入
れ
て
い
る
高
校

で
は
当
た
り
前
の
こ
と
だ
と

承
知
し
て
は
い
る
の
で
す

が
、
何
と
な
く
モ
ヤ
モ
ヤ
し

た
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
郷
土

の
代
表
と
し
て
、

高
校
の
威
信
を
か

け
一
生
懸
命
頑
張

っ
て
い
る
高
校
球
児
達
の
姿

に
は
感
動
し
、
起
こ
る
ド
ラ

マ
に
感
激
し
な
が
ら
応
援
し

て
い
ま
す
。
古
豪
や
初
出
場

校
の
試
合
は
特
に
楽
し
み
で

す
。高

校
球
児
や
両
親
に
と
っ

て
は
、
甲
子
園
出
場
は
目
標

で
あ
り
、
夢
舞
台
で
す
。

私
の
モ
ヤ
モ
ヤ
し
た
気
持

ち
（
県
内
出
身
の
選
手
が
少

な
い
）
に
は
、
こ
れ
も
少
子

化
が
原
因
だ
と
言
い
聞
か

せ
、
少
子
化
を
何
と
か
し
な

け
れ
ば
と
、
訳
の
分
か
ら
な

い
結
論
を
出
し
、
テ
レ
ビ
の

前
の
代
表
校
を
一
生
懸
命
応

援
す
る
自
分
が
い
ま
し
た
。

	

（
禿
）

少
子
化
問
題
？
　
大
好
き
な
夏
の
甲
子
園

類
似
薬
の
使
い
分
け 

改
訂
版

症
状
に
合
っ
た
薬
の
選
び
方

と
そ
の
根
拠
が
わ
か
る

藤
村
昭
夫
　
編

本
書
は
、
２
０
０
９
年
に

発
行
さ
れ
た
書
籍
の
改
訂
版

で
あ
る
。
高
血
圧
や
糖
尿
病

な
ど
、
薬
の
使
い
分
け
が
難

し
い
疾
患
の
類
似
薬
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
や
症

状
に
合
わ
せ
た
使
い
分
け
を

解
説
し
て
い
る
。

本
書
の
大
き
な
特
徴
は
、

各
疾
患
の
類
似
薬
に
つ
い

て
、
①
薬
の
系
統
別
の
使
い

分
け
②
同
系
統
内
で
の
類
似

薬
の
使
い
分
け

─
の
２
段

階
で
解
説
し
て
い
る
こ
と
に

あ
る
。
ま
ず
、
作
用
機
序
な

ど
の
「
系
統
別
」
に
分
類
し

た
上
で
、
個
々
の
特
徴
を
比

較
し
な
が
ら
解
説
し
て
い
く

た
め
、
目
の
前
の
患
者
に
合

う
薬
を
的
確
に
絞
り
込
め
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
解
説
文
と
合
わ
せ

て
豊
富
な
症
例
も
盛
り
込
ま

れ
て
お
り
、
具
体
的
な
処
方

を
学
ぶ
こ
と
も
で
き
る
。

改
訂
版
で
は
、
新
薬
や
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
改
訂
な
ど
の
情

報
が
反
映
さ
れ
た
他
、
プ
ラ

イ
マ
リ
・
ケ
ア
の
現
場
で
診

る
機
会
が
増
え
て
い
る
う
つ

病
、
認
知
症
の
治
療
薬
の
解

説
が
新
た
に
追
加
さ
れ
た
。

薬
の
選
択
に
悩
む
全
て
の
医

師
に
役
立
つ
一
冊
と
言
え
る
。
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１
２
１
１

日
医
は
９
月
14
日
、
台
風

18
号
で
特
に
被
害
の
大
き
か

っ
た
茨
城
県
で
、
避
難
所
生

活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る

住
民
（
９
月
14
日
現
在
で
２

７
９
３
名
）
を
支
援
す
る
た

め
、
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
茨
城
の
本
部

が
設
置
さ
れ
て
い
る
、
つ
く

ば
保
健
所
に
対
し
て
、
『
被

災
地
仮
設
住
宅
向
け
ポ
ケ
ッ

ト
ガ
イ
ド
』
を
１
５
０
０
部

提
供
し
た
。

『
被
災
地
仮
設
住
宅
向
け

ポ
ケ
ッ
ト
ガ
イ
ド
』
は
、
東

日
本
大
震
災
の
際
に
日
医
が

作
成
し
た
も
の
で
、
「
身
近

で
で
き
る
感
染
予
防
法
」
や

「
動
か
な
い
こ
と
で
起
こ
る

体
の
不
調
」
な
ど
、
健
康
に

関
す
る
情
報
を
集
め
た
も
の

と
な
っ
て
い
る
。

今
回
の
台
風
被
害
に
対
し

て
、
日
医
で
は
、
埼
玉
、
栃

木
、
茨
城
、
宮
城
、
福
島
の

各
県
医
師
会
を
通
じ
て
、
被

害
状
況
の
把
握
に
努
め
る
と

先端から立ち上る「副流煙」は本人が吸う「主流煙」

と比較して有害物質が多い
事がわかっています。この

「副流煙」を自分の意思とは無関係に吸いこんでしま

う事を「受動喫煙」と呼んでいます。この「受動喫煙」

でも肺癌、心臓病の危険度は高まります。（図1）たば

この健康被害は吸う人だけの問題ではありません。

妊婦が風疹に感染
すると、胎児に発

達遅滞等を

伴う先天性風疹症
候群が発症するこ

とがあり、特

に注意が必要です
。風疹ワクチンの

定期接種の

対象でなかった、
20～ 40代成人

男性を中心に

流行しやすいため
、身近に妊婦がい

る方は、予防

接種歴を確認し任
意接種をおすすめ

します。

身
近
で
で
き
る
感
染
予
防
法

注
意
し
て
欲
し
い
感
染
症

生
活
習
慣
病（
高
血
圧
・
心
疾
患
）

注意して欲しい感
染症

●風疹

高血圧は自覚症状がないまま血管を蝕

む恐ろしい病気です。原因は、遺伝や生

活習慣にあると考えられています。日本

人は高血圧になる人が多いので、日頃か

ら生活習慣に注意して予防しましょう。

生活習慣病（高血
圧・心疾患）

●予防法

危険な「受動喫煙
」

●たばこの有害物
質は「副流煙」によ

り多く含まれてい
ます

妊娠中の喫煙が早産や流産、死
産などの原因となることは広く知られて

います。喫煙する母親の赤ちゃんは、吸わない母親から生まれた赤ちゃん

に比べて、生まれたときの身長・体重が劣
っています。（図２

）  

この赤ちゃんは、生後の発育遅れや気管支喘息などの病気にかかりやす

くなるほか、乳幼児突然死症
候群の危険度が 5

倍近くにもなるとの研究

報告もあります。  

母親が吸わなくても、近くに喫煙者がいれば、胎内の赤ちゃんは「受動喫

煙」の影響を受けることになります。日本医師会では、あらゆる受動喫煙

から非喫煙者を守る活動を続けていきます。  

●たばこは胎児や
乳幼児にも大きく

影響します

受動喫煙と病気の
関係

肺がん 死亡率 1.19倍

狭心症
心筋梗塞

死亡率 1.25倍

●加工食品に含ま
れる塩分

塩ます
1切れ（80g）
約4.6g

バター
大さじ1（13g）
約0.2g

プロセスチーズ
1切れ（20g）
約0.6g

ロースハム
うす切り1枚（20g）

約0.6g

焼き豚
1切れ（25g）
約0.6g

食パン
1枚（60g）
約0.8g

焼きちくわ
1本（100g）
約2.4g

梅干し
1個（10g）
約2g

しらす（半乾燥）
大さじ山盛り（10g）

約0.6g

3. 指先と爪

6. 手首

口、鼻をティッシュなどを用いて覆い、使用後は捨てましょ

う。ハンカチなどを使う場合は他の人と共用せず、唾液や

鼻水が手についた場合は流水下で石鹸を用いて洗いましょ

う。マスクを着用することで周りの人への感染を防げます。

感染した人の咳、くしゃみなどを受けることにより感染しま

す。春の流行が多いですが、秋から冬にかけて流行するこ

ともあります。感染経路
（発生時期）

有効な治療薬はありませんので、安静が第一です。

早めにかかりつけ医に診てもらいましょう。
治療

うがいや手洗いなどの一般的な予防法やワクチンの接種

が有効です。現在は１歳、小学校入学前を対象に定期接種

が行われていますが、任意接種でも受けられます。
予防法

流行期に発疹が出た場合は、かかりつけ医に受診しましょ

う。風疹にかかったら、咳を介して感染を広めないように、

外出を控えて、必要に応じてマスクをしましょう。
感染拡大
防止法

発熱と全身に発疹が現れます。耳の後ろや首にリンパ節の

腫れができて、痛みを伴うこともあります。

３～５日で治るため三日はしかとも呼ばれています。
症状

定期接種、任意接種によりさまざまな病気を予防できま

す。予防接種を受けることで空気感染するウイルス予防に

も有効で、もし、感染した場合でも症状が軽くなります。

吐物の掃除は、感染の可能性があるため、ゴム手袋を（でき

ればマスク、ゴーグルなども）着用し、ペーパータオルや使

い古した布で拭きとります。拭き取ったものはビニール袋に

二重に入れて密封して破棄します。吐物の処理後に便や吐

物の付着していた箇所は市販の塩素系漂白剤を薄めたも

ので拭き消毒します。処理後には、流水で手を洗いましょう。

プチ情
報

偏った
食生活 運動

不足不規則な
睡眠

減塩
運動・肥満
の解消

寒暖の差に
注意する

ストレスを
解消する

規則正しい
睡眠

お酒の
適量を
守る

タバコを
控える

日本人の一日の塩分摂取

量として推奨されているの

は、10ｇ未満です。ただし、

高血圧患者は 1 日 6g 未

満です。

暖かいところから急

に寒いところへ行く

と、血圧が急激に上

がります。

タバコは急激に

血管を収縮させ

てしま い、血 液

の流れが悪くな

ります。 

図１受動喫煙によって高まる病気の死亡率

出展/米国環境保護庁1998年チューレーン大学

と
も
に
、
要
請
が

あ
っ
た
場
合
に
は

Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
を
派
遣

す
る
こ
と
も
視
野

に
入
れ
、
横
倉
義

武
会
長
の
指
示
の
下
、
13
日

に
は
鈴
木
邦
彦
常
任
理
事
が

茨
城
県
内
の
被
災
地
を
視

察
。
直
接
、
被
害
状
況
の
説

明
を
受
け
た
。

日
医
で
は
、
今
後
、
「
被

災
さ
れ
た
方
々
の
心
と
体
の

ケ
ア
は
も
と
よ
り
、
地
域
医

療
の
建
て
直
し
に
向
け
て
、

今
後
も
で
き
う
る
限
り
の
支

援
を
行
っ
て
い
く
」
と
の
横

倉
会
長
の
考
え
の
下
に
、
被

災
医
療
機
関
等
の
復
旧
支
援

等
を
政
府
に
求
め
て
い
く
こ

と
に
し
て
い
る
。

アルコール飲料は
、古来より祝祭や

会食など多

くの場面で飲まれ
、生活・文化の一

部として親

しまれています。

しかしながら短時
間内の多量飲酒に

よる急性ア

ルコール中毒は、
死亡の原因となる

ことがあり

ます。節度ある適
度な飲酒を楽しみ

ましょう。

生
活
習
慣
病（
ア
ル
コ
ー
ル
）

心
の
病
気 

５
つ
の
チ
ェ
ッ
ク

生活習慣病（アルコール）

●お酒の上手な飲み方とは？

慢性影響による臓器障害（肝疾患・脳卒中・がん等）

多くの疾患がアルコールと関連しています

適量でね！

節度ある適度な飲酒 1日平均 純アルコールで約20g程度

心の病気 ５つのチェック

●見えないからこそ、ご用心。チェックでわかる、

　ココロの疲れ。

自分にあった量と
上手な飲み方で

お酒を楽しみましょ
う。

人に無理強いせず
自分の適量を

濃いアルコール
飲料は薄める

お酒の種類
ビール

（中瓶1本500㎖）
清酒

（1合180㎖）
ウイスキー・
ブランデー

（ダブル60㎖）
焼酎（35度）

（1合180㎖）
ワイン

（1杯120㎖）

アルコール度数

純アルコール量

5%
20g

15%
22g

43%
20g

35%
50g

12%
12g

食べながら
飲む習慣を

薬と一緒に
飲まない

ゆっくり味わう
気持ちが大切

お酒を飲まない日

（休肝日）をつくる

チェック［1］

□ぐっすり眠れない。

これらの症状がある場合、心の病気の可能性があります。

早めにかかりつけ医に相談しましょう。

チェック［2］

□食欲が落ちた。

　体重が減った。

チェック［3］

□疲れがとれず、

     だるさが
　続いている。

参考：富士市医師
会・静岡県精神保

健福祉センター

チェック［4］

□以前と比べて
　やる気がでない、

　気分が落ち込む。 チェック［5］

□以前と比べて
　興味がわかない、
　楽しめない。

妊婦が風疹に感染
すると、胎児に発

達遅滞等を

伴う先天性風疹症
候群が発症するこ

とがあり、特

に注意が必要です
。風疹ワクチンの

定期接種の

対象でなかった、
20～ 40代成人

男性を中心に

流行しやすいため
、身近に妊婦がい

る方は、予防

接種歴を確認し任
意接種をおすすめ

します。

ウ
イ
ル
ス
か
ら
身
を
守
ろ
う

身
近
で
で
き
る
感
染
予
防
法

ウイルスから身を
守ろう

身近でできる感染
予防法

注意して欲しい感
染症

●ウイルスはいろ
いろなところから

やってくる

●手洗いの順序

●風疹

冬の寒い季節には
とくにインフルエ

ンザなどの感染症
予防が

重要です。いろい
ろな方法でやって

くるウイルスから
身を守

り、健康で元気に暮
らしましょう。

1. 手のひら

4. 指の間

2. 手の甲

5. 親指と手掌

3. 指先と爪

6. 手首

感染している人が
咳やくしゃみをした

際に、口から飛ぶウ

イルスなどを近くの
人が吸い込むこと

で感染する。

例インフルエンザ
、発疹熱、細菌性肺

炎など飛沫感染

口、鼻をティッシュ
などを用いて覆い

、使用後は捨てま
しょ

う。ハンカチなど
を使う場合は他の

人と共用せず、唾
液や

鼻水が手についた
場合は流水下で石

鹸を用いて洗いま
しょ

う。マスクを着用す
ることで周りの人

への感染を防げま
す。咳

・
くしゃみ

感染経路
（発生時期）

治療

予防法

感染拡大
防止法

症状

定期接種、任意接
種によりさまざま

な病気を予防でき
ま

す。予防接種を受
けることで空気感

染するウイルス予
防に

も有効で、もし、感
染した場合でも症

状が軽くなります
。

予防接種

吐物の掃除は、感
染の可能性がある

ため、ゴム手袋を（
でき

ればマスク、ゴーグ
ルなども）着用し、

ペーパータオルや
使

い古した布で拭き
とります。拭き取っ

たものはビニール
袋に

二重に入れて密封
して破棄します。吐

物の処理後に便や
吐

物の付着していた
箇所は市販の塩素

系漂白剤を薄めた
も

ので拭き消毒しま
す。処理後には、流

水で手を洗いまし
ょう。

吐物
・
下痢

感染している人が
咳やくしゃみをした

際に、口から飛ぶ

飛沫が乾燥し、空
気の流れによりウ

イルスなどが拡散
し

て、同じ空間にいる
人が吸い込んで感

染する。

例はしか、水ぼうそ
う、結核など空気感染

感染している人に
触れること（握手

、だっこなど）や、
汚

染された物（ドアノ
ブ、手すり、遊具な

ど）に触れること

で感染する。

例伝染性膿痂疹、
流行性角結膜炎、

風疹、Ｂ型肝炎など接触感染

ウイルスや細菌が
付いた食べ物など

を口にしたり、トイ

レで、便中に排泄
されたウイルスが

、便器やトイレのド

アノブを触った手
を経由して感染す

る。

例Ｏ１５７、ボツリヌ
ス菌、赤痢、ノロウ

イルスなど経口感染

実用新案登録製品
3160579

日本医師会
Japan Medical Association

元
気
の
素

元
気
の
素

元
気
の
素

毎
日
の
コ
コ
ロ
と
身
体
の
ケ
ア

ポケット版

Vol.

3

基本が大切。

いつ
も

イキ
イキ
！

元気に歩き続ける
ための歩き方

元気に歩き続ける
ためのストレッチ

狭い空間の中で、
長時間同じ姿勢で

座っていると、足の
静脈に血の塊が

でき、血管が詰ま
ることでさまざま

な不調を引き起こ
します。

仮設住宅や避難所
でも発症しやすく

、高齢者や中高年
の女性、妊婦や産

後の女性は特に注
意が必要です。ま

た、血中のコレステ
ロール値が高く

血液の粘性が高い
肥満や脂質異常症

の人も注意が必要
です。

お尻の側面を伸
ばして、側臀

部の柔軟性を高め
ます。

（1）脚を腰幅に
開いて立ち、

膝は軽く曲げる。

（2）お尻を斜め
後ろに突き出

してお尻の側面を
伸ばす。

（3）逆も同様に行
う。

左右の足の間隔（
歩隔）を５センチほ

どとって歩きます
。

そうすると、重心が
足の親指側、ちょう

ど下駄やぞうりの
鼻緒の位置あ

たりに乗るので、バ
ランスが良く安定

したウォーキング
ができます。

ストレッチは、歩く
ために必要な関節

可動域の確保や、

筋肉や腱の弾力性
を向上させます。

ぜひ、生活習慣に
取り入れましょう。

太ももの後ろ、股
関節前面の柔軟性

を改善して腰痛を
防ぎます。

（1）側面にイスな
どを置いてバラン

スをとりながら脚
を前後に開く。

（2）上体をやや前
に倒し、腰を前に

移動して息を吐き
ながら股関節の

前面を伸ばす。

（3）腰を後ろに引
き、前脚のつま先

を立て、膝を伸ば
す。余裕があれ

ば、息を吐きなが
らゆっくり上体を前

に倒す。

動
か
な
い
こ
と
で
起
こ
る
体
の
不
調

元
気
に
歩
き
続
け
る
た
め
の
歩
き
方

可能な限り【寝た状態】を存続させないようにし、座位時間を

増やしたり、ベッド上で上肢や下肢を動かしましょう。人との

かかわりが薄れると精神機能も低下するので、言葉をよくか

け、会話をするようにしましょう。 

動かないことで起
こる体の不調

●【エコノミークラス症候群】とは

①左右の足の間隔（歩隔）をとって歩く

②腕振りと足の運びを合わせて歩く

歩隔を
とった
歩き方

右腕の前からの振り下ろしと

左脚の着地を合わせるA

歩隔
5cm程度

※反対側も同様に

右腕の後ろからの振り戻しと

右脚の着地を合わせるB
※反対側も同様に

重心

右腕

左脚
右脚

ベッドで長期に安
静にしたり、家でこ

もりきりになること
で、活動性が低

下し、筋肉が衰えた
り、関節の動きが

悪くなる状態をさ
します。

病気になれば、安
静にして、寝ている

ことが自然ですが
、長く続くと廃用

症候群を引き起こ
してしまいます。

●【廃用症候群】とは

●太ももから下のむくみや腫れ、痛みなど。

重症の場合は注射
や手術などの治療

が必要になります
。

症　状

●こまめな水分摂取

1 時間おきにコッ
プ半分くらいの水

を飲むと良いです
。

●運動（歩くなど）
数時間おきに軽く

歩いたり、足の屈
伸をするのも効果

的です。
予防法

1 本線歩行
（モデル歩き）

お尻突き出し

脚前後
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重心

右腕

（1）

妊婦が風疹に感染
すると、胎児に発

達遅滞等を

伴う先天性風疹症
候群が発症するこ

とがあり、特

に注意が必要です
。風疹ワクチンの

定期接種の

対象でなかった、
20～ 40代成人

男性を中心に

流行しやすいため
、身近に妊婦がい

る方は、予防

接種歴を確認し任
意接種をおすすめ

します。

ウ
イ
ル
ス
か
ら
身
を
守
ろ
う

身
近
で
で
き
る
感
染
予
防
法

ウイルスから身を
守ろう

身近でできる感染
予防法

注意して欲しい感
染症

●ウイルスはいろ
いろなところから

やってくる

●手洗いの順序

●風疹

冬の寒い季節には
とくにインフルエ

ンザなどの感染症
予防が

重要です。いろい
ろな方法でやって

くるウイルスから
身を守

り、健康で元気に暮
らしましょう。

1. 手のひら

4. 指の間

2. 手の甲

5. 親指と手掌

3. 指先と爪

6. 手首

感染している人が
咳やくしゃみをした

際に、口から飛ぶウ

イルスなどを近くの
人が吸い込むこと

で感染する。

例インフルエンザ
、発疹熱、細菌性肺

炎など飛沫感染

口、鼻をティッシュ
などを用いて覆い

、使用後は捨てま
しょ

う。ハンカチなど
を使う場合は他の

人と共用せず、唾
液や

鼻水が手についた
場合は流水下で石

鹸を用いて洗いま
しょ

う。マスクを着用す
ることで周りの人

への感染を防げま
す。咳

・
くしゃみ

感染経路
（発生時期）

治療

予防法

感染拡大
防止法

症状

定期接種、任意接
種によりさまざま

な病気を予防でき
ま

す。予防接種を受
けることで空気感

染するウイルス予
防に

も有効で、もし、感
染した場合でも症

状が軽くなります
。

予防接種

吐物の掃除は、感
染の可能性がある

ため、ゴム手袋を（
でき

ればマスク、ゴーグ
ルなども）着用し、

ペーパータオルや
使

い古した布で拭き
とります。拭き取っ

たものはビニール
袋に

二重に入れて密封
して破棄します。吐

物の処理後に便や
吐

物の付着していた
箇所は市販の塩素

系漂白剤を薄めた
も

ので拭き消毒しま
す。処理後には、流

水で手を洗いまし
ょう。

吐物
・
下痢

感染している人が
咳やくしゃみをした

際に、口から飛ぶ

飛沫が乾燥し、空
気の流れによりウ

イルスなどが拡散
し

て、同じ空間にいる
人が吸い込んで感

染する。

例はしか、水ぼうそ
う、結核など空気感染

感染している人に
触れること（握手

、だっこなど）や、
汚

染された物（ドアノ
ブ、手すり、遊具な

ど）に触れること

で感染する。

例伝染性膿痂疹、
流行性角結膜炎、

風疹、Ｂ型肝炎など接触感染

ウイルスや細菌が
付いた食べ物など

を口にしたり、トイ

レで、便中に排泄
されたウイルスが

、便器やトイレのド

アノブを触った手
を経由して感染す

る。

例Ｏ１５７、ボツリヌ
ス菌、赤痢、ノロウ

イルスなど経口感染

実用新案登録製品
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妊婦が風疹に感染すると、胎児に発達遅滞等を

伴う先天性風疹症候群が発症することがあり、特

に注意が必要です。風疹ワクチンの定期接種の

対象でなかった、20～ 40代成人男性を中心に

流行しやすいため、身近に妊婦がいる方は、予防

接種歴を確認し任意接種をおすすめします。

ウ
イ
ル
ス
か
ら
身
を
守
ろ
う

身
近
で
で
き
る
感
染
予
防
法

ウイルスから身を守ろう

身近でできる感染予防法

注意して欲しい感染症

●ウイルスはいろいろなところからやってくる

●手洗いの順序

●風疹

冬の寒い季節にはとくにインフルエンザなどの感染症予防が

重要です。いろいろな方法でやってくるウイルスから身を守

り、健康で元気に暮らしましょう。

1. 手のひら

4. 指の間

2. 手の甲

5. 親指と手掌

3. 指先と爪

6. 手首

感染している人が咳やくしゃみをした際に、口から飛ぶウ

イルスなどを近くの人が吸い込むことで感染する。

例インフルエンザ、発疹熱、細菌性肺炎など

飛沫感染
口、鼻をティッシュなどを用いて覆い、使用後は捨てましょ

う。ハンカチなどを使う場合は他の人と共用せず、唾液や

鼻水が手についた場合は流水下で石鹸を用いて洗いましょ

う。マスクを着用することで周りの人への感染を防げます。

咳
・

くしゃみ

感染経路（発生時期）

治療

予防法

感染拡大防止法

症状
定期接種、任意接種によりさまざまな病気を予防できま

す。予防接種を受けることで空気感染するウイルス予防に

も有効で、もし、感染した場合でも症状が軽くなります。

予防接種

吐物の掃除は、感染の可能性があるため、ゴム手袋を（でき

ればマスク、ゴーグルなども）着用し、ペーパータオルや使

い古した布で拭きとります。拭き取ったものはビニール袋に

二重に入れて密封して破棄します。吐物の処理後に便や吐

物の付着していた箇所は市販の塩素系漂白剤を薄めたも

ので拭き消毒します。処理後には、流水で手を洗いましょう。

吐物
・
下痢

感染している人が咳やくしゃみをした際に、口から飛ぶ

飛沫が乾燥し、空気の流れによりウイルスなどが拡散し

て、同じ空間にいる人が吸い込んで感染する。

例はしか、水ぼうそう、結核など

空気感染

感染している人に触れること（握手、だっこなど）や、汚

染された物（ドアノブ、手すり、遊具など）に触れること

で感染する。例伝染性膿痂疹、流行性角結膜炎、風疹、Ｂ型肝炎など

接触感染

ウイルスや細菌が付いた食べ物などを口にしたり、トイ

レで、便中に排泄されたウイルスが、便器やトイレのド

アノブを触った手を経由して感染する。
例Ｏ１５７、ボツリヌス菌、赤痢、ノロウイルスなど

経口感染
実用新案登録製品3160579
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医
療
事
故
の
調
査
を
す
る

に
当
た
っ
て
、
医
師
会
が
医

療
機
関
と
協
働
し
て
調
査
を

進
め
る
、
い
わ
ゆ
る
福
岡
方

式
の
確
立
に
中
心
的
な
役
割

を
果
た
し
て
き
た
上
野
道
雄

福
岡
県
医
師
会
副
会
長
（
日

医
医
療
安
全
対
策
委
員
会
副

委
員
長
）
も
、「
10
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る
医
療
事
故
調
査

制
度
で
は
、
医
療
支
援
団
体

の
在
り
方
に
、
困
難
な
立
場

に
窮
し
た
患
者
や
医
療
者
の

疑
問
に
答
え
る
姿
勢
が
盛
り

込
ま
れ
た
。
本
書
を
参
考
と

し
て
、
医
療
を
提
供
す
る
人
、

受
容
す
る
人
の
英
知
を
結
集

し
、
事
故
調
査
に
臨
ん
で
欲

し
い
」
と
話
し
て
お
り
、
多

く
の
医
師
に
一
読
を
お
薦
め

し
た
い
一
冊
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
本
書
の
著
者
の
講

演
・
討
論
会
（
日
医
他
後
援
）

が
10
月
19
日
（
月
）
午
後
６

時
30
分
か
ら
、
日
仏
会
館
大

ホ
ー
ル
（
東
京
都
渋
谷
区
恵

比
寿
３
─
９
─

25
）
で
開
催

さ
れ
る
。

興
味
の
あ
る
方
は
、
日
仏

会
館
フ
ラ
ン
ス
事
務
所
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（http://www.mfj.	

gr.jp/index_ja.php

）
ま

で
。

定
価　

２
７
０
０
円（
税
込
）

発
行　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版

03
─

５
４
３
４
─

１
０
１
０

電
子
媒
体
を
使
っ
た
カ
ル

テ
が
普
及
し
、
一
患
者
一
カ

ル
テ
が
普
通
と
な
り
、
他
診

療
科
、
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
の
複

数
の
職
種
の
間
で
カ
ル
テ
情

報
が
共
有
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
を
受
け
て
、
よ
り

正
確
な
記
録
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

こ
の
よ
う
な
時
代
の
要
請

を
受
け
て
刊
行
さ
れ
た
の
が

本
書
で
あ
る
。

そ
の
内
容
は
、
23
章
か
ら

な
り
、
１
９
６
１
年
に
刊
行

さ
れ
た
初
版
に
、
新
た
に
医

療
周
辺
領
域
の
諸
学
の
用
語

も
加
え
る
な
ど
、
大
幅
な
改

訂
が
行
わ
れ
て
い
る
。

本
書
の
最
大
の
特
徴
は
、

カ
ル
テ
記
載
時
の
参
考
と
な

る
よ
う
、
系
統
的
に
字
句
を

配
列
し
て
い
る
点
に
あ
る
。

そ
の
意
味
に
お
い
て
も
、
第

１
章
の
病
歴
、
第
２
章
の
現

症
は
診
察
の
手
順
を
踏
ん
で

用
語
が
配
列
さ
れ
て
お
り
、

大
変
参
考
に
な
る
。

ま
た
、
最
近
の
話
題
と
し

て
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
、
再
生
医

療
、
分
子
・
遺
伝
子
・
遺
伝

子
制
御
、
標
的
治
療
薬
、
遺

伝
子
治
療
の
他
、
機
関
内
倫

理
委
員
会
、
診
断
群
別
包
括

支
払
方
式
、
費
用
対
効
果
分

析
な
ど
の
用
語
も
適
宜
収
録

さ
れ
て
お
り
、
医
療
に
携
わ

る
全
て
の
職
種
に
役
立
つ
一

冊
と
言
え
る
。

定
価　

１
０
２
６
０
円
（
税

込
）

発
行　

医
薬
ジ
ャ
ー
ナ
ル
社

03
─

３
２
６
５
─

７
６
８
１
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